
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｄ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

【 知　識　及　び　技　能 】社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

言葉が持つ価値を認識するとともに、言語感覚を豊かにし、我が国の言語文化に関わり、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

国語Ａ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

東京都立小石川中等教育学校 年間授業計画
国語 国語Ａ 2

『国語３』（光村図書）・『言語文化』（筑摩書房）

国語

社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付け
るとともに、我が国の言語文化に親しんだり理
解したりすることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を養い、社会生活における人との
関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることができるよう
にする。

言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通
して自己を向上させ、我が国の言語文化に関わ
り、思いや考えを伝え合おうとする態度を養
う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

A　現代文／「作られた『物語』を
超えて」「人口知能との未来」「人
間と人工知能と創造性」
【知識及び技能】
・具体と抽象など情報と情報との関
係について理解を深めることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・論説などの文章を比較するなどし
て読み、理解したことや考えたこと
について討論したり文章にまとめた
りする。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持
ち、これからの学習に見通しをもっ
て取り組む。

「作られた『物語』を超えて」
①筆者の主張と論の展開を理解す
る。
②筆者の論理の展開を評価し、根
拠を明確にしながら、考えたこと
を文章にまとめる。
「人工知能との未来」「人間と人
工知能と創造性」
③観点を決めて二つの文章を比較
し、共通点や相違点をまとめる。
④筆者の考えに納得できたこと、
できなかったことを手掛かりに、
「これからの時代に大切なこと」
を考え、グループで討論する。
【使用教材】教科書、国語便覧

〇 ○ 〇

【知識及び技能】
・具体と抽象など情報と情報との関係につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・論説などの文章を比較するなどして読み、
理解したことや考えたことについて討論した
り文章にまとめている。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持ち、これか
らの学習に見通しをもって取り組んでいる。

○ ○

定期考査 ○ ○

○ 9

B　漢文／漢文への扉「憲法十七
条」「借虎威」
【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語の決
まりや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文内容や解釈を踏まえ、自分の
ものの見方、感じ方、考え方を深
め、我が国の言語文化について自分
の考えをもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持
ち、これからの学習に見通しをもっ
て取り組む。
*早期使用教科書『言語文化』使用

①漢文を訓読するための基本的な
きまりを復習し、理解する。
②漢文の構造をつかむ。

【使用教材】『言語文化』、グラ
ンステップ古典１、明説漢文、端
末、国語便覧

〇

【知識及び技能】
・具体と抽象など情報と情報との関係につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・論説などの文章を比較するなどして読み、
理解したことや考えたことについて討論した
り文章にまとめている。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持ち、これか
らの学習に見通しをもって取り組んでいる。

○ ○ ○ 3

1



１
学
期

D　漢文／「塞翁馬」
【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語の決
まりや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文内容や解釈を踏まえ、自分の
ものの見方、感じ方、考え方を深
め、我が国の言語文化について自分
の考えをもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持
ち、これからの学習に見通しをもっ
て取り組む。

*早期使用教科書『言語文化』使用

①句形について理解する。
②唐詩のきまりについて理解す
る。
③本文に描かれた当時の中国の
人々の生活や、ものの見方・感じ
方を理解する。
④中国の歴史・文化について理解
する。
。
【使用教材】『言語文化』『やわ
らか古文ひきだす漢文』、グラン
ステップ古典１、明説漢文、国語
便覧

〇

【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語の決まりや訓
読のきまり、古典特有の表現などについて理
解している。
【思考力、判断力、表現力】
・本文内容や解釈を踏まえ、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文
化について自分の考えをもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持ち、これか
らの学習に見通しをもって取り組んでいる。

○

C 現代文／「誰かの代わりに」「美
しさの発見について」
【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し、慣用句や四
字熟語などについて理解を深め、話
や文章の中で使うとともに、和語、
漢語、外来語などを使い分けること
を通して、語感を磨き語彙を豊かに
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・論説の文章を読み、理解したこと
や考えたことについて討論したり文
章にまとめたりする。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持
ち、これからの学習に見通しをもっ
て取り組む。

①抽象的な概念を表す語句の文脈
上での意味に注意しながら、筆者
の考えを確認する。
②筆者の考え方について話し合
う。
③話し合ったことを基に、社会や
人間に対する筆者の考えについ
て、自分の考えをまとめ、タブ
レットを用いて意見を共有する。
【使用教材】教科書、はじめての
評論文、国語便覧、端末 〇 ○ 〇

【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために必要な語
句の量を増し、慣用句や四字熟語などについ
て理解を深め、話や文章の中で使うととも
に、和語、漢語、外来語などを使い分けるこ
とを通して、語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・論説の文章を読み、理解したことや考えた
ことについて討論したり文章にまとめてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持ち、これか
らの学習に見通しをもって取り組んでいる。

○ ○ ○ 9

○ ○ 3

定期考査
○ ○ 1

6

F　現代文／「読者の誕生と作者の
死」「剥げ落ちる共同体の彼方に」
【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し、語感を磨き
語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・論説の文章を読み、理解したこと
や考えたことについて討論したり文
章にまとめたりする。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持
ち、これからの学習に見通しをもっ
て取り組む。

①本文の内容を構造的に理解す
る。
②キーワードセンテンスに注目
し、要旨をまとめる。
③筆者の主張を整理し、それに対
して自分の意見を持つ。
④端末を利用して意見を共有す
る。
【使用教材】はじめての評論文、
国語便覧、端末

〇 〇 〇

【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために必要な語
句の量を増し、語感を磨き語彙を豊かにする
ことができている。
【思考力、判断力、表現力等】
・論説の文章を読み、理解したことや考えた
ことについて討論したり文章にまとめたりし
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持ち、これか
らの学習に見通しをもって取り組んでいる。

〇 〇 〇 8

E　漢文／「唐詩」
【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語の決
まりや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文内容や解釈を踏まえ、自分の
ものの見方、感じ方、考え方を深
め、我が国の言語文化について自分
の考えをもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持
ち、これからの学習に見通しをもっ
て取り組む。

＊早期教科書『言語文化』使用

①句形について理解する。
②唐詩のきまりについて理解す
る。
③本文に描かれた当時の中国の
人々の生活や、ものの見方・感じ
方を理解する。
④中国の歴史・文化について理解
する。
。
【使用教材】『言語文化』、グラ
ンステップ古典１、明説漢文、国
語便覧

〇

【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語の決まりや訓
読のきまり、古典特有の表現などについて理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文内容や解釈を踏まえ、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文
化について自分の考えをもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持ち、これか
らの学習に見通しをもって取り組んでいる。

〇 〇

4

G　漢文／「四面楚歌」
【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語の決
まりや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文内容や解釈を踏まえ、自分の
ものの見方、感じ方、考え方を深
め、我が国の言語文化について自分
の考えをもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持
ち、これからの学習に見通しをもっ
て取り組む。

①句形について理解する。
②本文に描かれた当時の中国の
人々の生活や、ものの見方・感じ
方を理解する。
③中国の歴史・文化について理解
する。

【使用教材】『やわらか古文ひき
だす漢文』、グランステップ古典
１、明説漢文、国語便覧

〇

【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語の決まりや訓
読のきまり、古典特有の表現などについて理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文内容や解釈を踏まえ、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文
化について自分の考えをもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持ち、これか
らの学習に見通しをもって取り組んでいる。

〇 〇
２
学
期

〇

〇



定期考査
○ ○ 1

6

定期考査

〇 〇 〇 8

I　漢文／「論語」「老子」
【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語の決
まりや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文内容や解釈を踏まえ、自分の
ものの見方、感じ方、考え方を深
め、我が国の言語文化について自分
の考えをもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持
ち、これからの学習に見通しをもっ
て取り組む。

*早期使用教科書『言語文化』使用

①儒家と道家の思想について理解
する。
②句形について理解する。
③各教材に描かれた当時の中国の
人々の生活や、ものの見方・感じ
方を理解する。
⑤漢文の特色を声に出して味わ
う。
⑥端末を利用して意見を共有す
る。
【使用教材】『言語文化』、グラ
ンステップ古典１、明説漢文、端
末、国語便覧

〇

【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語の決まりや訓
読のきまり、古典特有の表現などについて理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文内容や解釈を踏まえ、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文
化について自分の考えをもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持ち、これか
らの学習に見通しをもって取り組んでいる。

H　現代文／「聖なるもの」の行方
【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し、語感を磨き
語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・論説の文章を読み、理解したこと
や考えたことについて討論したり文
章にまとめたりする。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持
ち、これからの学習に見通しをもっ
て取り組む。

①本文の内容を構造的に理解す
る。
②キーワードセンテンスに注目
し、要旨をまとめる。
③筆者の主張を整理し、それに対
して自分の意見を持つ。
④端末を利用して意見を共有す
る。
【使用教材】はじめての評論文、
国語便覧、端末

〇 〇 〇

【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために必要な語
句の量を増し、語感を磨き語彙を豊かにする
ことができている。
【思考力、判断力、表現力等】
・論説の文章を読み、理解したことや考えた
ことについて討論したり文章にまとめたりし
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持ち、これか
らの学習に見通しをもって取り組んでいる。

３
学
期

J　現代文／「日本の近代化は共同
体をいかにしてこわしてきたか」
「都市の中で自然と住む」
【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し、語感を磨き
語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・論説の文章を読み、理解したこと
や考えたことについて討論したり文
章にまとめたりする。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持
ち、これからの学習に見通しをもっ
て取り組む。

①本文の内容を構造的に理解す
る。
②キーワードセンテンスに注目
し、要旨をまとめる。
③筆者の主張を整理し、それに対
して自分の意見を持ち、論文にま
とめる。
④端末を利用して意見を共有す
る。
【使用教材】はじめての評論文、
国語便覧、端末

〇 〇 〇

〇 〇 〇

定期考査

２
学
期

12

K　漢文／「鶏口牛後」「先従隗
始」
【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語の決
まりや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文内容や解釈を踏まえ、自分の
ものの見方、感じ方、考え方を深
め、我が国の言語文化について自分
の考えをもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持
ち、これからの学習に見通しをもっ
て取り組む。

①句形について理解する。
②本文に描かれた当時の中国の
人々の生活や、ものの見方・感じ
方を理解する。
③中国の歴史・文化について理解
する。

【使用教材】『やわらか古文ひき
だす漢文』、グランステップ古典
１、明説漢文、国語便覧

〇

○ ○ 1

【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために必要な語
句の量を増し、語感を磨き語彙を豊かにする
ことができている。
【思考力、判断力、表現力等】
・論説の文章を読み、理解したことや考えた
ことについて討論したり文章にまとめたりし
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持ち、これか
らの学習に見通しをもって取り組んでいる。

〇 〇 〇

82

〇 〇 1

合計

【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語の決まりや訓
読のきまり、古典特有の表現などについて理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文内容や解釈を踏まえ、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文
化について自分の考えをもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持ち、これか
らの学習に見通しをもって取り組んでいる。

〇 〇 〇 10



教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｄ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

1

C 古文／「今昔物語集」
【知識及び技能】
歴史的背景などに注意して古文を読
むことを通して、その世界に親しむ
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章を読み、批評したり、
考えたことなどを伝え合ったりする
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持
ち、これからの学習に見通しをもっ
て取り組む。

＊早期教科書『言語文化』使用

①古文の特色を声に出して味わう。
②用言の活用について理解する。
③教材に描かれた当時の人々の生活
や、ものの見方・感じ方を理解す
る。
【使用教材】『言語文化』『やわら
か古文ひきだす漢文』グランステッ
プ古典１、完全マスター古典文法、
国語便覧　端末

〇

【知識及び技能】
歴史的背景などに注意して古文を読むことを通
して、その世界に親しんでいる。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章を読み、批評したり、考えたこと
などを伝え合ったりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持ち、これから
の学習に見通しをもって取り組んでいる。

○ ○ ○ 4

○ 6

B　古文／「宇治拾遺物語」
【知識及び技能】
歴史的背景などに注意して古文を読
むことを通して、その世界に親しむ
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章を読み、批評したり、
考えたことなどを伝え合ったりする
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持
ち、これからの学習に見通しをもっ
て取り組む。

＊早期教科書『言語文化』使用

①古文の特色を声に出して味わう。
②用言の活用について理解する。
③教材に描かれた当時の人々の生活
や、ものの見方・感じ方を理解す
る。
【使用教材】『言語文化』『やわら
か古文ひきだす漢文』グランステッ
プ古典１、完全マスター古典文法、
国語便覧　端末

〇

【知識及び技能】
歴史的背景などに注意して古文を読むことを通
して、その世界に親しんでいる。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章を読み、批評したり、考えたこと
などを伝え合ったりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持ち、これから
の学習に見通しをもって取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

１
学
期

A　現代文／「握手」
【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し、話や文章の
中で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章を批判的に読みながら、文章
に表れているものの見方や考え方に
ついて考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値を認識するととも
に、読書を通して自己を向上させ、
我が国の言語文化に関わり、思いや
考えを伝え合おうとする。

①作品の設定を捉える。
②登場人物の人物像を読み取る。
③登場人物の心情を読み取る。
④端末を用いて考えたことを共有す
る。
【使用教材】教科書、端末、国語便
覧

〇 〇 〇

【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために必要な語句
の量を増し、話や文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章を批判的に読みながら、文章に表れてい
るものの見方や考え方について考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を
通して自己を向上させ、我が国の言語文化に関
わり、思いや考えを伝え合おうとしている。

○ ○

定期考査
○ ○

社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付け
るとともに、我が国の言語文化に親しんだり理
解したりすることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を養い、社会生活における人との
関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることができるよう
にする。

言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通
して自己を向上させ、我が国の言語文化に関わ
り、思いや考えを伝え合おうとする態度を養
う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思 態
配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

言葉が持つ価値を認識するとともに、言語感覚を豊かにし、我が国の言語文化に関わり、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

国語B

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

東京都立小石川中等教育学校 年間授業計画
国語 国語B 2

『国語３』（光村図書）・『言語文化』（筑摩書房）

国語



○ ○ 1

1

２
学
期

F　現代文／「故郷」
【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し、話や文章の
中で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章を批判的に読みながら、文章
に表れているものの見方や考え方に
ついて考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値を認識するととも
に、読書を通して自己を向上させ、
我が国の言語文化に関わり、思いや
考えを伝え合おうとする。

①作品の設定を捉える。
②場面や登場人物の設定に着目して
読み取る。
③作品を批評する。
④端末を用いて考えたことを共有す
る。
【使用教材】教科書、端末、国語便
覧

〇 〇 〇

【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために必要な語句
の量を増し、話や文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章を批判的に読みながら、文章に表れてい
るものの見方や考え方について考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を
通して自己を向上させ、我が国の言語文化に関
わり、思いや考えを伝え合おうとしている。

〇 〇 〇 6

G　古文／「徒然草」「方丈記」
「枕草子」
【知識及び技能】
歴史的背景などに注意して古文を読
むことを通して、その世界に親しむ
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章を読み、批評したり、
考えたことなどを伝え合ったりする
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持
ち、これからの学習に見通しをもっ
て取り組む。
＊早期教科書『言語文化』使用

①随筆の特色をつかむ。
②用言の活用について理解する。
③基本の助動詞を理解する。
④教材に描かれた当時の人々の生活
や、ものの見方・感じ方を理解す
る。
【使用教材】『言語文化』『やわら
か古文ひきだす漢文』グランステッ
プ古典１、完全マスター古典文法、
国語便覧　端末

〇

【知識及び技能】
歴史的背景などに注意して古文を読むことを通
して、その世界に親しんでいる。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章を読み、批評したり、考えたこと
などを伝え合ったりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持ち、これから
の学習に見通しをもって取り組んでいる。

〇 〇 〇 10

定期考査

定期考査
○ ○

○ ○ 4

E　古文／「和歌の世界」「奥の細
道」
【知識及び技能】
歴史的背景などに注意して古文を読
むことを通して、その世界に親しむ
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章を読み、批評したり、
考えたことなどを伝え合ったりする
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持
ち、これからの学習に見通しをもっ
て取り組む。

＊早期教科書『言語文化』使用

①韻文の修辞を理解する。
②俳句→俳諧→紀行文と時系列の中
で韻文に関する理解を深める。
③教材に描かれた当時の人々の生活
や、ものの見方・感じ方を理解す
る。
【使用教材】『言語文化』『やわら
か古文ひきだす漢文』グランステッ
プ古典１、完全マスター古典文法、
国語便覧　端末 〇 〇

【知識及び技能】
歴史的背景などに注意して古文を読むことを通
して、その世界に親しんでいる。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章を読み、批評したり、考えたこと
などを伝え合ったりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持ち、これから
の学習に見通しをもって取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

１
学
期

D　現代文／「俳句の可能性」「俳
句」「挨拶」
【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し、話や文章の
中で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・詩歌を読み、批評したり、考えた
ことを伝え合ったりすることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値を認識するととも
に、読書を通して自己を向上させ、
我が国の言語文化に関わり、思いや
考えを伝え合おうとする。

「俳句の可能性」「俳句」
①情景を想像しながら、朗読する。
②本文を読み、俳句についてまとめ
る。
③俳句を作り、鑑賞し合う。

「挨拶」
①当時の時代背景について確認す
る。
②表現の効果を評価する。
③自分の意見をまとめ、端末を用い
て共有する。
【使用教材】教科書、端末、国語便
覧

〇 〇 〇

【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために必要な語句
の量を増し、話や文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
・詩歌を読み、批評したり、考えたことを伝え
合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を
通して自己を向上させ、我が国の言語文化に関
わり、思いや考えを伝え合おうとしている。

○



82

〇 〇 1

合計

【知識及び技能】
歴史的背景などに注意して古文を読むことを通
して、その世界に親しんでいる。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章を読み、批評したり、考えたこと
などを伝え合ったりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持ち、これから
の学習に見通しをもって取り組んでいる。 〇 〇 〇 10

12

K　古文／「土佐日記」「更級日
記」
【知識及び技能】
歴史的背景などに注意して古文を読
むことを通して、その世界に親しむ
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章を読み、批評したり、
考えたことなどを伝え合ったりする
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持
ち、これからの学習に見通しをもっ
て取り組む。

＊早期教科書『言語文化』使用

①日記文学の特色をつかむ。
②助動詞の活用について理解する。
③和歌の修辞について理解する。
④教材に描かれた当時の人々の生活
や、ものの見方・感じ方を理解す
る。
【使用教材】基本の古典、完全マス
ター古典文法、国語便覧、端末

〇

○ ○ 1

【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために必要な語句
の量を増し、話や文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章を批判的に読みながら、文章に表れてい
るものの見方や考え方について考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を
通して自己を向上させ、我が国の言語文化に関
わり、思いや考えを伝え合おうとしている。

〇 〇 〇

３
学
期

J　現代文／「セメント樽の中の手
紙」「高瀬舟」
【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し、話や文章の
中で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章を批判的に読みながら、文章
に表れているものの見方や考え方に
ついて考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値を認識するととも
に、読書を通して自己を向上させ、
我が国の言語文化に関わり、思いや
考えを伝え合おうとする。

①作品の設定を捉える。
②場面や登場人物の設定に着目して
読み取る。
③作品を批評する。
④端末を用いて考えたことを共有す
る。
⑤互いの考えを生かしながら、討論
をする。
【使用教材】現代文学名作選、教科
書、端末、国語便覧

〇 〇 〇

〇 〇 〇

定期考査

6

定期考査

〇 〇 〇 8

I　古文／「平家物語」
【知識及び技能】
歴史的背景などに注意して古文を読
むことを通して、その世界に親しむ
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章を読み、批評したり、
考えたことなどを伝え合ったりする
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持
ち、これからの学習に見通しをもっ
て取り組む。

＊早期教科書『言語文化』使用

①軍記物語の特色をつかむ。
②助動詞の活用について理解する。
③教材に描かれた当時の人々の生活
や、ものの見方・感じ方を理解す
る。
④考えたことを文章にまとめ、端末
を用いて共有する。
【使用教材】基本の古典、完全マス
ター古典文法、国語便覧、端末

〇

【知識及び技能】
歴史的背景などに注意して古文を読むことを通
して、その世界に親しんでいる。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章を読み、批評したり、考えたこと
などを伝え合ったりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・教材の内容に関心と親しみを持ち、これから
の学習に見通しをもって取り組んでいる。

H　現代文／「名人伝」「潮騒」
【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し、話や文章の
中で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章を批判的に読みながら、文章
に表れているものの見方や考え方に
ついて考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値を認識するととも
に、読書を通して自己を向上させ、
我が国の言語文化に関わり、思いや
考えを伝え合おうとする。

①作品の設定を捉える。
②場面や登場人物の設定に着目して
読み取る。
③作品を批評する。
④端末を用いて考えたことを共有す
る。
【使用教材】現代文学名作選、端
末、国語便覧

〇 〇 〇

【知識及び技能】
・理解したり表現したりするために必要な語句
の量を増し、話や文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章を批判的に読みながら、文章に表れてい
るものの見方や考え方について考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を
通して自己を向上させ、我が国の言語文化に関
わり、思いや考えを伝え合おうとしている。

２
学
期



教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｄ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】社会的事象について、広い視野から捉え、諸資料から情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

社会的事象について多面的・多角的に考察し、それらを基に議論する力を養う。

グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力を育成する。

歴史

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

東京都立小石川中等教育学校 年間授業計画
社会 歴史 2

社会

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、
世界と日本の相互的な視野から捉え、理解す
る。諸資料から情報を適切かつ効果的に調べⅢ
まとめる技能を身に付ける。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象につい
て、世界と日本の相互的な視野から捉え、理
解する。諸資料から情報を適切かつ効果的に
調べⅢまとめる技能を身に付ける。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象につい
て、よりよい社会の実現を視野に課題を主体
的に追究、解決しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

単元　歴史と私たち
【知識及び技能】身近な題材を通し
て、日本や日本周辺地域が世界につ
ながっていることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
近代化、国際秩序の変化や大衆化、
グローバル化などの歴史の変化と関
わりを考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な題材に対して自ら「問い」を
立て、歴史との関係を追求する。

・指導事項
　歴史と私たち
・教材
　教科書・副教材・ワークシート
・一人１台端末の活用
　資料の収集、調査

【知識及び技能】身近な題材を通して、日本
や日本周辺地域が世界につながっていること
を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
近代化、国際秩序の変化や大衆化、グローバ
ル化などの歴史の変化と関わりを考察し、表
現している。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な題材に対して自ら「問い」を立て、歴
史との関係を追求している。

○ ○ ○ 5

○ ○ ○ 6

○ ○ 1

5

単元　ヨーロッパ経済の動向と産業
革命
【知識及び技能】産業革命の背景・
経過・影響を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】産業
革命の影響について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】産業
革命がもたらした変化を注視する。

・指導事項
　ヨーロッパ経済の動向と産業革
命
・教材
　教科書・副教材・ワークシート
・一人１台端末の活用
　資料の収集、調査

【知識及び技能】産業革命の背景・経過・影
響を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】産業革命の影
響について考察している。
【学びに向かう力、人間性等】産業革命がも
たらした変化を注視しようとしている。 ○ ○ ○ 6

単元　近代化への問い
【知識及び技能】資料を通して交通
の発達や貿易の拡大が近代化の重要
な側面であることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】諸資
料から、交通の発達や貿易の拡大が
近代化に与えた影響について考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】交通
の発達や貿易の拡大について、見通
しをもって学習に取り込もうとして
いる。

・指導事項
　近代化への問い
・教材
　教科書・副教材・ワークシート
・一人１台端末の活用
　資料の収集、調査

【知識及び技能】資料を通して交通の発達や
貿易の拡大が近代化の重要な側面であること
を理解すしている。
【思考力、判断力、表現力等】諸資料から、
交通の発達や貿易の拡大が近代化に与えた影
響について考察している。
【学びに向かう力、人間性等】交通の発達や
貿易の拡大について、見通しをもって学習に
取り組んでいる。

○ ○ ○

1

２
学
期

単元　帝国主義と列強の展開
【知識及び技能】帝国主義につい
て、イギリス・フランス・ドイツ・
ロシア・アメリカのそれぞれの経
済・政治上の動向をまとめる。
【思考力、判断力、表現力等】帝国
主義の生まれた背景や進展につい
て、主要国の動向を考察し、表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】帝国
主義の時代が、世界の一体化を進め
たことにうちて、過程・結果、そし
てその後の現代にいたる影響につい
て追究する。

・指導事項
　帝国主義と列強の展開
・教材
　教科書・副教材・ワークシート
・一人１台端末の活用
　資料の収集、調査

【知識及び技能】帝国主義について、イギリ
ス・フランス・ドイツ・ロシア・アメリカの
それぞれの経済・政治上の動向をまとめてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】帝国主義の生
まれた背景や進展について、主要国の動向を
考察し、表現している。
【学びに向かう力、人間性等】帝国主義の時
代が、世界の一体化を進めたことにうちて、
過程・結果、そしてその後の現代にいたる影
響について追究している。

○ ○ ○ 8

○

定期考査
○ ○

○ ○ 9

定期考査
○ ○ 1



２
学
期

7

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○

単元　第一次世界大戦とロシア革命
【知識及び技能】
第一次世界大戦によって成立した総
力戦体制と、その影響による社会の
変化を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
バルカン半島の地理的・民族的・宗
教的な複雑さをもとに、バルカン諸
国の対立が第一次世界大戦の開戦に
影響をあたえたことを多面的・多角
的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
ロシア革命とソ連の成立の歴史的意
義を追究しようとしている。

・指導事項
　第一次世界大戦とロシア革命
・教材
　教科書・副教材・ワークシート
・一人１台端末の活用
　資料の収集、調査

【知識及び技能】
第一次世界大戦によって成立した総力戦体制
と、その影響による社会の変化を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
バルカン半島の地理的・民族的・宗教的な複
雑さをもとに、バルカン諸国の対立が第一次
世界大戦の開戦に影響をあたえたことを多面
的・多角的に考察している。
【学びに向かう力、人間性等】
ロシア革命とソ連の成立の歴史的意義を追究
しようとしている。

○ ○ ○

単元
【知識及び技能】第二次世界大戦の
おこった背景を理解し、ヨーロッパ
諸国がどのような影響を受けたのか
まとめる。
【思考力、判断力、表現力等】日本
とアメリカの対立の背景を、日米関
係を基軸にして、多角的に表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】第二
次世界大戦の結果、国際社会はどの
ように変化していくことになるか追
究する。

・指導事項
　第二次世界大戦と太平洋戦争
・教材
　教科書・副教材・ワークシート
・一人１台端末の活用
　資料の収集、調査

【知識及び技能】第二次世界大戦のおこった
背景を理解し、ヨーロッパ諸国がどのような
影響を受けたのかまとめている。
【思考力、判断力、表現力等】日本とアメリ
カの対立の背景を、日米関係を基軸にして、
多角的に表現している。【学びに向かう力、
人間性等】第二次世界大戦の結果、国際社会
はどのように変化していくことになるか追究
している。

○ ○ ○

1

3
学
期

単元　大衆消費社会と市民生活の変
容
【知識及び技能】アメリカの情勢と
アメリカ社会の在り方が、どのよう
に大量消費社会に結びついていった
のかを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】アメ
リカ社会の大衆化と、保守化による
世界への影響を考察する。
【学びに向かう力、人間性等】クー
＝クラックス＝クランなど、今日に
も残る保守系組織がこの時代に誕生
したことを見出す。

・指導事項
　大衆消費社会と市民生活の変容
・教材
　教科書・副教材・ワークシート
・一人１台端末の活用
　資料の収集、調査

【知識及び技能】アメリカの情勢とアメリカ
社会の在り方が、どのように大量消費社会に
結びついていったのかを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】アメリカ社会
の大衆化と、保守化による世界への影響を考
察している。
【学びに向かう力、人間性等】クー＝クラッ
クス＝クランなど、今日にも残る保守系組織
がこの時代に誕生したことを見出そうとして
いる。

○ ○ ○ 7

合計

78

6

3

1

○ ○ ○ 6



教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

東京都立小石川中等教育学校 年間授業計画

現代社会の見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活 動を通して，広い視野
に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生き る平和で民主的な国家及び社会の形成者に
必要な公民としての資質・能力 の基礎を次のとおり育成することを目指す。

社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動 を通して，広い視野に立ち，グ
ローバル化する国際社会に主体的に生きる 平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民として
の資質・能力の 基礎を次のとおり育成することを目指す。

現代社会の諸課題の解決に向けて考察，構想したりする際の視点として概念や理論などについて知識を身につけ
る。

・指導事項
価値の対立にともなう協働的解決
にむけた活動学習（行為の結果・
行為の動機に着目した考え方を理
解する。思考実験）
・教材
教科書、資料集、早期使用教科書
・一人１台端末の活用
資料の検索・収集

【知識・技能】
　価値の対立や、その構図について理解して
いる
【思考・判断・表現】
幸福、公正、正義の見方考え方をもちいて表
現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
現代社会に起こり得る価値の対立について主
体的に取り組み提言できる。

○ ○

定期考査
○ ○

・指導事項
基本的人権の尊重（自由権、社会
権、新しい人権を理解する）
自由・権利と責任・義務(公共的な
空間の基本原理について理解す
る）
統治機構（国会、内閣、裁判所の
具体的役割を理解する）
民主政治と政治参加（選挙、政
党、世論）
・教材
教科書、資料集、早期使用教科書
・一人１台端末の活用
資料の検索・収集

【知識・技能】
　憲法について理解している
【思考・判断・表現】
憲法や国家組織について、特徴を比べたり、
調べて発表したりできる
【主体的に学習に取り組む態度】
憲法や国家組織との関わりを主体的に学ぶ

○ ○

私たちの暮らしと民主政治
【知識及び技能】
　地方自治の仕組みについて学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
地方自治の抱える課題について判断、表現
させる
【学びに向かう力、人間性等】
自身の生活と地方自治との繋がりについて
考える

・指導事項
地方自治（地域社会の政治に関心
を持たせる）
価値の対立にともなう協働的解決
にむけた活動学習（行為の結果・
行為の動機に着目した考え方を理
解する。思考実験）
・教材
教科書、資料集、早期使用教科書
・一人１台端末の活用
資料の検索・収集

【知識・技能】
　地方自治について理解している
【思考・判断・表現】
地方自治について、特徴を比べたり、調べて
発表したりできる
【主体的に学習に取り組む態度】
自身と地方政治との関わりを主体的に学ぶこ
とができる

○ ○ ○

○

12

定期考査 ○

○ 8

8

配当
時数

１
学
期

私たちのくらしと現代社会
【知識及び技能】
　伝統や文化について、具体的なお祭りや
芸能などの事例を用いて知識を身につけ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
伝統や文化について、複数比較し特徴を捉
える力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
自身の人生経験と伝統や文化との関わりに
ついて考える。

・指導事項
伝統や文化、先人の取り組みや知
恵に触れる
・教材
教科書、資料集、早期使用教科書
・一人１台端末の活用
資料の検索・収集

【知識・技能】
　伝統や文化について理解している
【思考・判断・表現】
伝統や文化について、特徴を比べたり、調べ
て発表したりできる
【主体的に学習に取り組む態度】
自身と伝統や文化との関わりを主体的に学ぶ

○ ○ ○ 12

日本国憲法の基本問題
【知識及び技能】
　憲法の原則である基本的人権についての
知識や国権について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法
の支配，民主主義などに着目して，民主政
治の推進と，公正な世論の形成や選挙など
国民の政治参加との関連について多面的・
多角的に考察，構想し，表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
民主政治と政治参加について，現代社会に
見られる課題の解決を視野に主体的に学
ぶ。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

民主政治と政治参加
【知識及び技能】
幸福。公正、正義などの見方考え方をみに
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
対立と合意，効率と公正をもとに構成す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
思考実験に主体的に取り組む。

○

1

自分自身に関することや他者、社会との関わり
に関して主体的に学ぶ。

【学びに向かう力、人間性等】

社会 公民 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代社会の諸課題の解決に向けて考察，構想したりす
る際の視点として概念や理論などについて知識を身に
つける。

現代社会の諸課題の解決に向けた選択・判断に
必要となる概念や理論などと関連付けて考える
力を身につける。

中学社会公民ともに生きる（教育）

社会

現代社会の諸課題の解決に向けた選択・判断に必要となる概念や理論などと関連付けて考える力を身につけ
る。

自分自身に関することや他者、社会との関わりに関して主体的に学ぶ。

公民

【 知　識　及　び　技　能 】



合計

117

○ 1

安心して豊かに暮らせる社会
【知識及び技能】
福祉や労働環境について理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　福祉や労働環境について考察し、実際の
経済との関連を学ぶ
【学びに向かう力、人間性等】
福祉や労働環境と自身との関連について学
ぶ

・指導事項
私たちの生活と福祉（少子高齢化
時代の福祉のあり方を考える）
働くことの意義と役割（労働問題
と労働市場と私たちの関係を考え
る）
・教材
教科書、資料集、早期使用教科書
・一人１台端末の活用
資料の検索・収集

【知識・技能】
福祉や労働環境について理解している
【思考・判断・表現】
福祉や労働環境について、特徴を調べて発表
したりできる
【主体的に学習に取り組む態度】
福祉や労働環境と自身との関わりを主体的に
学ぶことができる

○ ○ ○ 11

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

私たちと国際社会の課題
【知識及び技能】
国連や国際経済について理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　国連や国際経済について考察し、実際の
経済との関連や国連の活動を学ぶ
【学びに向かう力、人間性等】
国連や国際経済と自身との関連について学
ぶ

・指導事項
国際政治の動向（国連を中心に国
際社会のしくみを理解する）
国際経済の動向（貿易、為替、国
際収支のしくみを理解する）
・教材
教科書、資料集、早期使用教科書
・一人１台端末の活用
資料の検索・収集

【知識・技能】
国連や国際経済について理解している
【思考・判断・表現】
国連や国際経済について、調べて発表したり
できる
【主体的に学習に取り組む態度】
国連や国際経済と自身との関わり、社会との
関わりを主体的に学ぶことができる

○ ○ ○ 16

人間の安全保障
人間の尊厳と平等
私たちと日本社会、国際社会の課題
【知識及び技能】
国際分野における現代社会の諸課題につい
て理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　国際分野における現代社会の諸課題につ
いて考察しする
【学びに向かう力、人間性等】
国際分野における現代社会の諸課題と自身
との関連について学ぶ

・指導事項
人間の安全保障について理解する
人間の尊厳と平等について理解す
る
地球環境問題、国際平和、南北の
経済格差、憲法改正問題などを調
べる。
テーマについてディベートを行う
・教材
教科書、資料集、早期使用教科書
・一人１台端末の活用
資料の検索・収集

【知識・技能】
国際分野における現代社会の諸課題について
理解している
【思考・判断・表現】
国際分野における現代社会の諸課題につい
て、特徴を比べたり、調べて発表したりでき
る
【主体的に学習に取り組む態度】
国際分野における現代社会の諸課題につい
て、自身や社会で何ができるのかを主体的に
学ぶことができる

○ ○ ○ 13

定期考査 ○

1

【知識及び技能】
　財政と金融について理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　財政と金融について考察し、実際の経済
との関連を学ぶ
【学びに向かう力、人間性等】
財政と金融と自身との関連について学ぶ

・指導事項
景気変動と物価（景気と私たちの
生活の関係を理解する）
財政政策と税金（政府の経済的役
割とその財源の構造と現状を理解
する）
金融と金融政策（金融の意義と中
央銀行の政策を理解する）
・教材
教科書、資料集、早期使用教科書
・一人１台端末の活用
資料の検索・収集

【知識・技能】
　財政と金融について理解している
【思考・判断・表現】
　財政と金融について、調べて発表したりで
きる
【主体的に学習に取り組む態度】
　財政と金融と自身との関わりを主体的に学
ぶことができる

○ ○ ○ 12

○

私たちの暮らしと経済
【知識及び技能】
　経済の三主体について理解する
【思考力、判断力、表現力等】
経済の三主体の関係性についてグループで
表現する
【学びに向かう力、人間性等】
経済の三主体と自身との関連について学ぶ

・指導事項
経済とは何か（そもそも経済とは
なにかを考える）
消費と経済（家計の役割を知りと
身近な消費生活を振り返る）
消費者の権利と保護
生産と企業（経済主体としての企
業の役割を知る）
経済の中の株式会社
・教材
教科書、資料集、早期使用教科書
・一人１台端末の活用
資料の検索・収集

【知識・技能】
経済の三主体について理解している
【思考・判断・表現】
経済の三主体について、特徴を比べたり、調
べて発表したりできる
【主体的に学習に取り組む態度】
経済の三主体と自身との関わりを主体的に学
ぶことができる

○ ○

2
学
期

定期考査
○

○ 10

市場のしくみとはたらき
【知識及び技能】
　市場の仕組みについて理解する
【思考力、判断力、表現力等】
市場の仕組について考察し、実際の経済と
の関連を学ぶ
【学びに向かう力、人間性等】
市場の仕組みと自身との関連について学ぶ

・指導事項
市場経済の仕組み（需要と供給か
ら経済を見る）
市場の限界と政府の役割（市場の
失敗の補正の仕方を理解する）
・教材
教科書、資料集、早期使用教科書
・一人１台端末の活用
資料の検索・収集

【知識・技能】
市場の仕組みについて理解している
【思考・判断・表現】
経済の三主体について、特徴を比べたり、調
べて発表したりできる
【主体的に学習に取り組む態度】
経済の三主体と自身との関わりを主体的に学
ぶことができる

○ ○ ○ 10



年間授業計画

中等教育学校 令和４年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数学化したり，数
学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 代数３
数学 代数３ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

場合の数と確率，数と式，２次関数，式と証明
及び複素数と方程式についての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解するとともに，事象
を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的
に表現・処理したりする技能を身に付けるよう
にする。

不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づ
いて事象の起こりやすさを判断する力，数や式
を多面的にみたり目的に応じて適切に変形した
りする力，関数関係に着目し，事象を的確に表
現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連
付けて考察する力，数の範囲や式の性質に着目
し，等式や不等式が成り立つことなどについて
論理的に考察する力を養う。

中学校数学３[学校図書]、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A、数学B、数学C[数研出版]  )

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する
力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，問
題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。

代数３

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

【知識及び技能】
・組合せの用語，記号，公式を理
解し，それを利用できる。また，
具体的な問題に対して，組合せの
考えを用いて式に表すことができ
るようになる。。
・同じものを含む順列の総数を求
めることができるようになる。
・確率の定義を理解し，確率の求
め方がわかるようになる。
・独立な試行の定義を理解し，そ
の確率の求め方がわかるようにな
る。
・反復試行の意味を理解し，その
確率の求め方がわかるようにな
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・特殊な条件が付く組合せを，見
方を変えたり別なものに対応させ
たりして処理することができるよ
うになる。
・2つ以上の独立な試行を行うと
き，その結果として起こる事象の
確率について考察することができ
るようになる。

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
組合せ、組分け、重複組合せ、同
じものを含む順列、試行、和事
象・積事象・余事象の確率、独
立、反復試行
・教材
数学A[数研出版]

【知識・技能】
・組合せの用語，記号，公式を理解し，それ
を利用できる。また，具体的な問題に対し
て，組合せの考えを用いて式に表すことがで
きる。
・同じものを含む順列の総数を求めることが
できる。
・確率の定義を理解し，確率の求め方がわか
る。
・独立な試行の定義を理解し，その確率の求
め方がわかる。
・反復試行の意味を理解し，その確率の求め
方がわかる。

【思考・判断・表現】
・特殊な条件が付く組合せを，見方を変えた
り別なものに対応させたりして処理すること
ができる。
・2つ以上の独立な試行を行うとき，その結
果として起こる事象の確率について考察する
ことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・組合せの考え方を利用して図形の個数や同
じものを含む順列の総数などが求められるこ
とに興味・関心をもつ。
・具体的事象について，反復試行の確率を，
興味をもって調べようとする。

○ ○ ○ 17

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

【知識及び技能】
・条件付き確率や確率の乗法定理
を用いて確率の計算ができるよう
になる。
・期待値の定義を理解し，確率の
性質などに基づいて期待値を求め
ることができるようになる。
・不等式の解の意味を理解し，1次
不等式を解くことができるように
なる。
・連立不等式、絶対値の意味から
絶対値を含む方程式や不等式を解
くことができるようになる。
・y=ax^2，y=ax^2+q，y=a(x-
p)^2，y=a(x-p)^2+q の表記につい
て，グラフの平行移動とともに理
解する。
・平方完成を利用して，2次関数
y=ax^2+bx+c のグラフの軸と頂点
を調べ，グラフをかくことができ
るようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
・原因の確率について，条件付き
確率を利用して求める方法を考察
することができるようになる。
・身近な問題について，必要な条
件を判断して1次不等式の問題に帰
着させ，問題を解決することがで
きるようになる。
・2次関数の特徴について，表，
式，グラフを相互に関連付けて多
面的に考察することができるよう
になる。
・放物線の平行移動を，頂点の移
動に着目して，考察することがで
きるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
学んだものを利用し、より発展的
なことに興味・関心を抱くように
なる。

○

○ 〇

17

中間考査 ○

配当
時数

・指導事項
条件付確率、原因の確率、期待
値、確率分布
・教材
数学Ⅰ[数研出版]、数学A[数研出
版]、数学B[数研出版]

【知識・技能】
・条件付き確率や確率の乗法定理を用いて確
率の計算ができる。
・期待値の定義を理解し，確率の性質などに
基づいて期待値を求めることができる。
・不等式の解の意味を理解し，1次不等式を
解くことができる。
・連立不等式、絶対値の意味から絶対値を含
む方程式や不等式を解くことができる。
・y=f(x)やf(a)の表記を理解しており，用い
ることができる。
・y=ax^2，y=ax^2+q，y=a(x-p)^2，y=a(x-
p)^2+q の表記について，グラフの平行移動
とともに理解している。
・平方完成を利用して，2次関数y=ax^2+bx+c
のグラフの軸と頂点を調べ，グラフをかくこ
とができる。

【思考・判断・表現】
・原因の確率について，条件付き確率を利用
して求める方法を考察することができる。
・身近な問題について，必要な条件を判断し
て1次不等式の問題に帰着させ，問題を解決
することができる。
・2次関数の特徴について，表，式，グラフ
を相互に関連付けて多面的に考察することが
できる。
・放物線の平行移動を，頂点の移動に着目し
て，考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・条件付き確率を利用して原因の確率が考え
られることに興味をもち，考察しようとす
る。
・身近な事柄において，条件付き確率の考え
方を活用して考察しようとする。
・絶対値記号を含むやや複雑な方程式や不等
式を解くことに取り組む意欲がある。
・一般の2次関数 y=ax^2+bx+c について，頂
点，軸の式を考察しようとする。
・放物線の平行移動や対称移動の一般公式を
考察しようとする。

○ ○



１
学
期

【知識及び技能】
・条件付き確率や確率の乗法定理
を用いて確率の計算ができるよう
になる。
・期待値の定義を理解し，確率の
性質などに基づいて期待値を求め
ることができるようになる。
・不等式の解の意味を理解し，1次
不等式を解くことができるように
なる。
・連立不等式、絶対値の意味から
絶対値を含む方程式や不等式を解
くことができるようになる。
・y=ax^2，y=ax^2+q，y=a(x-
p)^2，y=a(x-p)^2+q の表記につい
て，グラフの平行移動とともに理
解する。
・平方完成を利用して，2次関数
y=ax^2+bx+c のグラフの軸と頂点
を調べ，グラフをかくことができ
るようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
・原因の確率について，条件付き
確率を利用して求める方法を考察
することができるようになる。
・身近な問題について，必要な条
件を判断して1次不等式の問題に帰
着させ，問題を解決することがで
きるようになる。
・2次関数の特徴について，表，
式，グラフを相互に関連付けて多
面的に考察することができるよう
になる。
・放物線の平行移動を，頂点の移
動に着目して，考察することがで
きるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
学んだものを利用し、より発展的
なことに興味・関心を抱くように
なる。

○

1

17

○ ○ ○ 20

・指導事項
条件付確率、原因の確率、期待
値、確率分布
・教材
数学Ⅰ[数研出版]、数学A[数研出
版]、数学B[数研出版]

【知識・技能】
・条件付き確率や確率の乗法定理を用いて確
率の計算ができる。
・期待値の定義を理解し，確率の性質などに
基づいて期待値を求めることができる。
・不等式の解の意味を理解し，1次不等式を
解くことができる。
・連立不等式、絶対値の意味から絶対値を含
む方程式や不等式を解くことができる。
・y=f(x)やf(a)の表記を理解しており，用い
ることができる。
・y=ax^2，y=ax^2+q，y=a(x-p)^2，y=a(x-
p)^2+q の表記について，グラフの平行移動
とともに理解している。
・平方完成を利用して，2次関数y=ax^2+bx+c
のグラフの軸と頂点を調べ，グラフをかくこ
とができる。

【思考・判断・表現】
・原因の確率について，条件付き確率を利用
して求める方法を考察することができる。
・身近な問題について，必要な条件を判断し
て1次不等式の問題に帰着させ，問題を解決
することができる。
・2次関数の特徴について，表，式，グラフ
を相互に関連付けて多面的に考察することが
できる。
・放物線の平行移動を，頂点の移動に着目し
て，考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・条件付き確率を利用して原因の確率が考え
られることに興味をもち，考察しようとす
る。
・身近な事柄において，条件付き確率の考え
方を活用して考察しようとする。
・絶対値記号を含むやや複雑な方程式や不等
式を解くことに取り組む意欲がある。
・一般の2次関数 y=ax^2+bx+c について，頂
点，軸の式を考察しようとする。
・放物線の平行移動や対称移動の一般公式を
考察しようとする。

○ ○

期末考査
○ ○

２
学
期

〇

【知識及び技能】
・2次関数の定義域に制限がある場
合に，最大値，最小値を求めるこ
とができるようになる。
・2次関数の決定において，与えら
れた条件を関数の式に表現し，2次
関数を決定することができるよう
になる。
・2次関数のグラフとx軸の共有点
の座標が求められるようになる。
・2次不等式を利用する応用問題を
解くことができるようになる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・定義域が変化するときや，グラ
フが動くときの最大値や最小値に
ついて，考察することができるよ
うになる。
・具体的な事象の最大・最小の問
題を，2次関数を用いて表現し，処
理することができるようになる。
・2次関数の決定において，条件を
処理するのに適した式の形を判断
することができるようになる。
・2次関数のグラフとx軸の共有点
の個数や位置関係を，D=b^2-4acの
符号から考察することができるよ
うになる。

【学びに向かう力、人間性等】
学んだものを利用し、より発展的
なことに興味・関心を抱くように
なる。

・指導事項
定義域、値域、判別式
・教材
数学Ⅰ[数研出版]、数学Ⅱ[数研出
版]、数学Ⅲ[数研出版]

【知識・技能】
・2次関数の定義域に制限がある場合に，最
大値，最小値を求めることができる。
・2次関数の決定において，与えられた条件
を関数の式に表現し，2次関数を決定するこ
とができる。
・2次関数のグラフとx軸の共有点の座標が求
められる。
・2次不等式を利用する応用問題を解くこと
ができる。
　
【思考・判断・表現】
・定義域が変化するときや，グラフが動くと
きの最大値や最小値について，考察すること
ができる。
・具体的な事象の最大・最小の問題を，2次
関数を用いて表現し，処理することができ
る。
・2次関数の決定において，条件を処理する
のに適した式の形を判断することができる。
・2次関数のグラフとx軸の共有点の個数や位
置関係を，D=b^2-4acの符号から考察するこ
とができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・日常生活における具体的な事象の考察に，
2次関数の最大・最小の考えを活用しようと
する。
・2次関数のグラフとx軸の位置関係を調べ，
その意味を探ろうとする。
・他にどのような関数があるのか興味を持と
うとする。

○ ○ ○ 26

期末考査
○ ○ 〇 1

中間考査
○ ○ 〇 1

【知識及び技能】
・二項定理の導き方を理解し，二
項定理を利用して，展開式やその
項の係数を求めることができるよ
うになる。。
・多項式の割り算の計算方法を理
解しているようになる。
・分数式の約分，四則計算ができ
るようになる。
・恒等式の性質を理解し，恒等式
となるように係数を決定すること
ができるようになる。
・A=B とA－B =0 が同値であるこ
とを利用して，等式を証明するこ
とができるようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
・二項定理を等式の証明に活用す
ることができるようになる。
・2種類以上の文字を含む多項式の
割り算を，1つの文字に着目するこ
とで，1文字の場合と同様に考える
ことができるようになる。
・与えられた条件式の利用方法を
考察することができ，適した方法
を用いることによって等式を証明
することができるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
学んだものを利用し、より発展的
なことに興味・関心を抱くように
なる。

３
学
期

・指導事項
二項定理、二項係数、恒等式、多
項定理
・教材
数学Ⅱ[数研出版]

【知識・技能】
・二項定理の導き方を理解し，二項定理を利
用して，展開式やその項の係数を求めること
ができる。
・多項式の割り算の計算方法を理解してい
る。
・分数式の約分，四則計算ができる。
・恒等式の性質を理解し，恒等式となるよう
に係数を決定することができる。
・A=B とA－B =0 が同値であることを利用し
て，等式を証明することができる。

【思考・判断・表現】
・二項定理を等式の証明に活用することがで
きる。
・2種類以上の文字を含む多項式の割り算
を，1つの文字に着目することで，1文字の場
合と同様に考えることができる。
・与えられた条件式の利用方法を考察するこ
とができ，適した方法を用いることによって
等式を証明することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・ (a+b+c)^nを展開したときの a^pやb^qや
c^r  の係数がどうなるかを，興味・関心を
もって調べようとする。

【知識及び技能】
・実数の大小関係や実数の平方の
性質を利用して，不等式やa>b，
c>d ⇒a+c>b+dなどを証明すること
ができるようになる。
・相加平均・相乗平均の大小関係
を利用して，不等式を証明するこ
とができるようになる。
・複素数の表記を理解し，複素
数，複素数の相等の定義を理解し
ている。
・複素数を座標平面上の点として
表せるようにする。
・解と係数の関係を使って，対称
式の値や2次方程式の係数を求める
ことができるようになる。
・対称式を基本対称式で表して，
式の値を求めることができるよう
になる。

【思考力、判断力、表現力等】
・不等式A ＞B を証明するにはA－
B ＞0 を示せばよいと考察するこ
とができ，そのことを用いて不等
式を証明することができるように
なる。
・不等式A ＞B を証明するには
A－B ＞0 を示せばよいと考察する
ことができ，そのことを用いて不
等式を証明することができるよう
になる。
・不等式の証明に実数の平方の性
質を利用できるように，式変形を
考察することができるようにな
る。
・やや複雑な2数を解とする2次方
程式がどのようなものであるか，
解と係数の関係を利用して考察す

・指導事項
相加平均相乗平均の関係、複素
数、解と係数の関係、複素数平面
・教材
数学Ⅱ[数研出版]、数学C[数研出
版]

【知識及び技能】
・実数の大小関係や実数の平方の性質を利用
して，不等式やa>b，c>d ⇒a+c>b+dなどを証
明することができる。
・相加平均・相乗平均の大小関係を利用し
て，不等式を証明することができる。
・複素数の表記を理解し，複素数，複素数の
相等の定義を理解している。
・複素数を座標平面上の点として表せる。
・解と係数の関係を使って，対称式の値や2
次方程式の係数を求めることができる。
・対称式を基本対称式で表して，式の値を求
めることができる。

【思考力，判断力，表現力等】
・不等式A ＞B を証明するにはA－B ＞0 を
示せばよいと考察することができ，そのこと
を用いて不等式を証明することができる。
・不等式A ＞B を証明するには
A－B ＞0 を示せばよいと考察することがで
き，そのことを用いて不等式を証明すること
ができる。
・不等式の証明に実数の平方の性質を利用で
きるように，式変形を考察することができ
る。
・やや複雑な2数を解とする2次方程式がどの
ようなものであるか，解と係数の関係を利用
して考察することができる。

【学びに向かう力，人間性等】
・相加平均・相乗平均の大小関係の有用性
に，興味・関心をもつ。
・2次方程式の解に関する種々の問題を，解
と係数の関係を利用して考察しようとする。

○ ○ ○ 32



合計

学年末考査
○ ○ ○ 1

３
学
期

【知識及び技能】
・実数の大小関係や実数の平方の
性質を利用して，不等式やa>b，
c>d ⇒a+c>b+dなどを証明すること
ができるようになる。
・相加平均・相乗平均の大小関係
を利用して，不等式を証明するこ
とができるようになる。
・複素数の表記を理解し，複素
数，複素数の相等の定義を理解し
ている。
・複素数を座標平面上の点として
表せるようにする。
・解と係数の関係を使って，対称
式の値や2次方程式の係数を求める
ことができるようになる。
・対称式を基本対称式で表して，
式の値を求めることができるよう
になる。

【思考力、判断力、表現力等】
・不等式A ＞B を証明するにはA－
B ＞0 を示せばよいと考察するこ
とができ，そのことを用いて不等
式を証明することができるように
なる。
・不等式A ＞B を証明するには
A－B ＞0 を示せばよいと考察する
ことができ，そのことを用いて不
等式を証明することができるよう
になる。
・不等式の証明に実数の平方の性
質を利用できるように，式変形を
考察することができるようにな
る。
・やや複雑な2数を解とする2次方
程式がどのようなものであるか，
解と係数の関係を利用して考察す

・指導事項
相加平均相乗平均の関係、複素
数、解と係数の関係、複素数平面
・教材
数学Ⅱ[数研出版]、数学C[数研出
版]

【知識及び技能】
・実数の大小関係や実数の平方の性質を利用
して，不等式やa>b，c>d ⇒a+c>b+dなどを証
明することができる。
・相加平均・相乗平均の大小関係を利用し
て，不等式を証明することができる。
・複素数の表記を理解し，複素数，複素数の
相等の定義を理解している。
・複素数を座標平面上の点として表せる。
・解と係数の関係を使って，対称式の値や2
次方程式の係数を求めることができる。
・対称式を基本対称式で表して，式の値を求
めることができる。

【思考力，判断力，表現力等】
・不等式A ＞B を証明するにはA－B ＞0 を
示せばよいと考察することができ，そのこと
を用いて不等式を証明することができる。
・不等式A ＞B を証明するには
A－B ＞0 を示せばよいと考察することがで
き，そのことを用いて不等式を証明すること
ができる。
・不等式の証明に実数の平方の性質を利用で
きるように，式変形を考察することができ
る。
・やや複雑な2数を解とする2次方程式がどの
ようなものであるか，解と係数の関係を利用
して考察することができる。

【学びに向かう力，人間性等】
・相加平均・相乗平均の大小関係の有用性
に，興味・関心をもつ。
・2次方程式の解に関する種々の問題を，解
と係数の関係を利用して考察しようとする。

○ ○ ○ 32
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年間授業計画

中等教育学校 令和４年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

配当
時数

・指導事項
ヘロンの公式、内接球、外接球
・教材
数学Ⅰ[数研出版]

【知識・技能】
・三角比を用いた三角形の面積を求める公式
を理解している。
・3辺が与えられた三角形の内接円の半径を
求めることができる。
・三角比を測量に応用できる。
・命題の真偽，反例の意味を理解し，集合の
包含関係や反例を調べることで，命題の真偽
を決定することができる。
・必要条件，十分条件，必要十分条件，同値
の定義を理解している。
・対偶による証明法や背理法のしくみを理解
している。

【思考・判断・表現】
・三角形の面積を2つの三角形の面積の和と
して表現し，線分を求める問題に活用するこ
とができる。
・円に内接する四角形の面積を求める方法を
考察することができる。
・空間図形への応用において，適当な三角形
に着目して考察することができる。
・命題が偽であることを示すには，反例を1
つあげればよいことが理解できている。
・命題の条件や結論に着目し，命題に応じて
対偶の利用や背理法の利用を適切に判断する
ことで，命題を証明することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・三角形の内接円と面積の関係を導こうとす
る。
・日常の事象や社会の事象などに正弦定理や
余弦定理を活用しようとする。
・直接証明法では難しい命題も，対偶を用い
た証明法や背理法を用いると鮮やかに証明で
きることに興味・関心をもち，実際に証明し
ようとする。

○ ○

１
学
期

【知識及び技能】
・直角三角形の辺の長さを三角比
で表す式を理解し，測量などの応
用問題に利用できるようになる。
・三角比の相互関係を利用して，1
つの値から残りの値が求められる
ようになる。
・座標を用いた三角比の定義を理
解し，鈍角の三角比を求めること
ができるようになる。
・0°≦θ≦180°において，三角
比の値からθを求めることができ
る。また，1つの三角比の値から残
りの値を求めることができるよう
になる。
・正弦定理を用いて,三角形の辺の
長さや外接円の半径が求められる
ようになる。
・余弦定理を用いて，三角形の辺
の長さや角の大きさが求められる
ようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
・具体的な事象を三角比の問題と
して捉えることができるようにな
る。
・三平方の定理をもとに三角比の
相互関係を考察することができる
ようになる。
・直線とx軸とのなす角を，三角比
を用いて考察することができるよ
うになる。
・三角形の辺の長さや角の大きさ
と余弦定理との関係を考察するこ
とができるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
学んだものを利用し、より発展的

・指導事項
正弦、余弦、正接、三角比の相互
関係、一般角、正弦定理、余弦定
理
・教材
数学Ⅰ[数研出版]

【知識・技能】
・直角三角形の辺の長さを三角比で表す式を
理解し，測量などの応用問題に利用できる。
・三角比の相互関係を利用して，1つの値か
ら残りの値が求められる。
・座標を用いた三角比の定義を理解し，鈍角
の三角比を求めることができる。
・0°≦θ≦180°において，三角比の値から
θを求めることができる。また，1つの三角
比の値から残りの値を求めることができる。
・正弦定理を用いて,三角形の辺の長さや外
接円の半径が求められる。
・余弦定理を用いて，三角形の辺の長さや角
の大きさが求められる。

【思考・判断・表現】
・具体的な事象を三角比の問題として捉える
ことができる。
・三平方の定理をもとに三角比の相互関係を
考察することができる。
・直線とx軸とのなす角を，三角比を用いて
考察することができる。
・三角形の辺の長さや角の大きさと余弦定理
との関係を考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・日常の事象や社会の事象などに三角比を活
用しようとする。
・三角形の外接円，円周角と中心角の関係な
どから，正弦定理を、三平方の定理をもとに
余弦定理を導こうとする。
・正弦定理や余弦定理が図形の計量に活用で
きることに着目し，これらを用いて三角形に
ついて解こうとする。

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

【知識及び技能】
・三角比を用いた三角形の面積を
求める公式を理解する。
・3辺が与えられた三角形の内接円
の半径を求めることができるよう
になる。
・三角比を測量に応用できるよう
になる。
・命題の真偽，反例の意味を理解
し，集合の包含関係や反例を調べ
ることで，命題の真偽を決定する
ことができるようになる。
・必要条件，十分条件，必要十分
条件，同値の定義を理解する。
・対偶による証明法や背理法のし
くみを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・三角形の面積を2つの三角形の面
積の和として表現し，線分を求め
る問題に活用することができるよ
うになる。
・円に内接する四角形の面積を求
める方法を考察することができる
ようになる。
・空間図形への応用において，適
当な三角形に着目して考察するこ
とができるようになる。
・命題が偽であることを示すに
は，反例を1つあげればよいことが
理解する。
・命題の条件や結論に着目し，命
題に応じて対偶の利用や背理法の
利用を適切に判断することで，命
題を証明することができるように
なる。
【学びに向かう力、人間性等】
学んだものを利用し、より発展的
なことに興味・関心を抱くように

○

○ 〇

11

中間考査

数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数学化したり，数
学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 幾何３
数学 幾何３ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式，図形と計量及び図形の性質についての
基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する
とともに，数学と人間の活動の関係について認
識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈
したり，数学的に表現・処理したりする技能を
身に付けるようにする。

図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質
や計量について論理的に考察し表現する力，命
題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみ
たり目的に応じて適切に変形したりする力，数
学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数
学の構造を見いだし，数理的に考察する力を養
う。

中学校数学３[学校図書]、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A、数学B、数学C[数研出版]  )

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する
力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，問
題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。

幾何３

【 知　識　及　び　技　能 】



３
学
期

・指導事項
ユークリッドの互除法、不定方程
式、ゲーム理論
・教材
数学A[数研出版]

【知識・技能】
・互除法の原理を理解し，互除法を用いて2
数の最大公約数を求めることができる。
・ax+by=c を満たす整数 x ，y の組を1つ求
めることができる。
・1次不定方程式の特殊解を求め，それによ
りすべての整数解を求めることができる。
・n 進法の整数を10進法で，10進法の整数を
n 進法で表すことができる。
・平面上の点における考え方を座標空間の点
まで広げて考えることができる。
・ゲームの設定を多面的かつ論理的に考え，
ゲームで勝つ方法を導くことができる。

【思考・判断・表現】
・互除法の計算から最大公約数を表す式が導
かれることを具体例から一般論に拡張し，考
察することができる。
・整数に関する問題を，1次不定方程式に帰
着させて考察することができる。
・ゲームの設定やパズルの仕組みを論理的に
考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・互除法や割り算の等式を利用して，
ax+by=c を満たす整数 x ，y の組を求める
方法に興味をもち，積極的に活用しようとす
る。
・コンピュータなどの身近な物に，n 進法の
考え方が活用されていることに興味・関心を
もつ。
・座標平面上の2点間の距離や，座標空間に
おける2点間の距離や位置関係について，理
解を深めようとする。
・ゲームで勝つ方法やパズルの仕組みなど

【知識及び技能】
・１、２年生で習ったことを復習
し、理解を深めようとする。

【思考力、判断力、表現力等】
・３年生で習った内容を利用し
て、様々な事象に対して、論理的
に考察することができるようとす
る。

【学びに向かう力、人間性等】
学んだものを利用し、より発展的
なことに興味・関心を抱くように
なる。

・指導事項
内分、外分、三角形の五心、チェ
バの定理、メネラウスの定理、三
角形の存在条件、円周角の定理、
円に内接する四角形、円の接線、
接弦定理、方べきの定理、正多面
体
・教材
数学A[数研出版]

【知識・技能】
・１、２年生で習ったことを復習し、理解を
深めることができる。。

【思考・判断・表現】
・３年生で習った内容を利用して、様々な事
象に対して、論理的に考察することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・今まで習った定理等を証明することが自ら
できる。

○ ○ ○ 21

〇

【知識及び技能】
・いろいろな数の倍数の判定法を
理解しており，それらを用いて与
えられた数について調べることが
できるようになる。
・自然数の素因数分解を求めるこ
とができるようになる。
・互いに素の意味を理解してい
る。
・整数 a を正の整数 b で割る割
り算を，a と b の間に成り立つ等
式として捉えることができるよう
になる。

【思考力、判断力、表現力等】
・決められた手順で複数枚のカー
ドを操作する事象などを数学的に
捉え，約数の個数の考えを用いて
仕組みを考察することができるよ
うになる。
・2数の最大公約数，最小公倍数を
利用して問題を考察することがで
きるようになる。
・問題解決の過程を振り返って，
割り算の余りの性質について考察
を深めることができるようにな
る。

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
倍数判定法、素因数分解、互いに
素、
・教材
数学A[数研出版]

【知識・技能】
・いろいろな数の倍数の判定法を理解してお
り，それらを用いて与えられた数について調
べることができる。
・自然数の素因数分解を求めることができ
る。
・互いに素の意味を理解している。
・整数 a を正の整数 b で割る割り算を，a
と b の間に成り立つ等式として捉えること
ができる。

【思考・判断・表現】
・決められた手順で複数枚のカードを操作す
る事象などを数学的に捉え，約数の個数の考
えを用いて仕組みを考察することができる。
・2数の最大公約数，最小公倍数を利用して
問題を考察することができる。
・問題解決の過程を振り返って，割り算の余
りの性質について考察を深めることができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・日常生活における具体的な事象の考察に，
約数と倍数の考えを活用しようとする。
・数学史の話題を通じて，割り算の方法や割
り算の余りの性質に興味・関心をもつ。

○ ○ ○ 17

期末考査
○ ○ 〇 1

中間考査
○ ○ 〇 1

【知識及び技能】
・互除法の原理を理解し，互除法
を用いて2数の最大公約数を求める
ことができるようになる。
・ax+by=c を満たす整数 x ，y の
組を1つ求めることができる。
・1次不定方程式の特殊解を求め，
それによりすべての整数解を求め
ることができるようになる。
・n 進法の整数を10進法で，10進
法の整数をn 進法で表すことがで
きる。
・平面上の点における考え方を座
標空間の点まで広げて考えること
ができるようになる。
・ゲームの設定を多面的かつ論理
的に考え，ゲームで勝つ方法を導
くことができるようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
・互除法の計算から最大公約数を
表す式が導かれることを具体例か
ら一般論に拡張し，考察すること
ができるようになる。
・整数に関する問題を，1次不定方
程式に帰着させて考察することが
できる。
・ゲームの設定やパズルの仕組み
を論理的に考察することができる
ようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
学んだものを利用し、より発展的
なことに興味・関心を抱くように
なる。

○ ○ ○ 13

・指導事項
ヘロンの公式、内接球、外接球
・教材
数学Ⅰ[数研出版]

【知識・技能】
・三角比を用いた三角形の面積を求める公式
を理解している。
・3辺が与えられた三角形の内接円の半径を
求めることができる。
・三角比を測量に応用できる。
・命題の真偽，反例の意味を理解し，集合の
包含関係や反例を調べることで，命題の真偽
を決定することができる。
・必要条件，十分条件，必要十分条件，同値
の定義を理解している。
・対偶による証明法や背理法のしくみを理解
している。

【思考・判断・表現】
・三角形の面積を2つの三角形の面積の和と
して表現し，線分を求める問題に活用するこ
とができる。
・円に内接する四角形の面積を求める方法を
考察することができる。
・空間図形への応用において，適当な三角形
に着目して考察することができる。
・命題が偽であることを示すには，反例を1
つあげればよいことが理解できている。
・命題の条件や結論に着目し，命題に応じて
対偶の利用や背理法の利用を適切に判断する
ことで，命題を証明することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・三角形の内接円と面積の関係を導こうとす
る。
・日常の事象や社会の事象などに正弦定理や
余弦定理を活用しようとする。
・直接証明法では難しい命題も，対偶を用い
た証明法や背理法を用いると鮮やかに証明で
きることに興味・関心をもち，実際に証明し
ようとする。

○ ○

期末考査
○ ○

２
学
期

１
学
期

【知識及び技能】
・三角比を用いた三角形の面積を
求める公式を理解する。
・3辺が与えられた三角形の内接円
の半径を求めることができるよう
になる。
・三角比を測量に応用できるよう
になる。
・命題の真偽，反例の意味を理解
し，集合の包含関係や反例を調べ
ることで，命題の真偽を決定する
ことができるようになる。
・必要条件，十分条件，必要十分
条件，同値の定義を理解する。
・対偶による証明法や背理法のし
くみを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・三角形の面積を2つの三角形の面
積の和として表現し，線分を求め
る問題に活用することができるよ
うになる。
・円に内接する四角形の面積を求
める方法を考察することができる
ようになる。
・空間図形への応用において，適
当な三角形に着目して考察するこ
とができるようになる。
・命題が偽であることを示すに
は，反例を1つあげればよいことが
理解する。
・命題の条件や結論に着目し，命
題に応じて対偶の利用や背理法の
利用を適切に判断することで，命
題を証明することができるように
なる。
【学びに向かう力、人間性等】
学んだものを利用し、より発展的
なことに興味・関心を抱くように

○

1

11



学年末考査
○ ○ ○ 1

３
学
期

【知識及び技能】
・１、２年生で習ったことを復習
し、理解を深めようとする。

【思考力、判断力、表現力等】
・３年生で習った内容を利用し
て、様々な事象に対して、論理的
に考察することができるようとす
る。

【学びに向かう力、人間性等】
学んだものを利用し、より発展的
なことに興味・関心を抱くように
なる。

・指導事項
内分、外分、三角形の五心、チェ
バの定理、メネラウスの定理、三
角形の存在条件、円周角の定理、
円に内接する四角形、円の接線、
接弦定理、方べきの定理、正多面
体
・教材
数学A[数研出版]

【知識・技能】
・１、２年生で習ったことを復習し、理解を
深めることができる。。

【思考・判断・表現】
・３年生で習った内容を利用して、様々な事
象に対して、論理的に考察することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・今まで習った定理等を証明することが自ら
できる。

○ ○ ○ 21

78

合計



 

東京都立小石川中等教育学校 年間授業計画 

教 科：理科 科 目：Adv.物理３ 単位数：１単位 

対象学年組：第３学年 Ａ組～Ｄ組 

使用教科書：新しい科学３（東京書籍） 

理科の目標：自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験

を行うことなどを通して、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能

力を次のとおり育成することを目指す。 
 

【 知 識 及 び 技 能 】科学を学ぶ楽しさや有用性を実感しながら自然の事物･現象につい

ての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに

関する技能を身に付けるようにする。 
 

【思考力、判断力、表現力等】数多くの観察、実験などを行い、探究の過程を通して科学的に探究

する力を養う。 
 

【学びに向かう力、人間性等】自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態

度及び、科学的な根拠に基づいて多面的に判断しようとする態度を

養う。 

Adv.物理２の目標：自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観

察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために

必要資質・能力を育成する。 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

 自然の事物・現象についての基本的な概念

や原理・法則などを理解しているとともに，

科学的に探究するために必要な観察，実験な

どに関する基本操作や記録などの基本的な技

能を身に付けている。 

 自然の事物・現象から問題を見いだし，見

通しをもって観察，実験などを行い，得られ

た結果を分析して解釈し，表現するなど，科

学的に探究している。 

 自然の事物・現象に進んで関わり，見通し

をもったり振り返ったりするなど，科学的に

探究しようとしている。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 
配当 
時数 

１
学
期 

１
学
期 

A 運動の表し方 

【知識及び技能】 

 身近な物理現象を日常生活や社会

と関連付けながら物体の運動につ

いて理解するとともに，それらの観

察，実験などに関する技能を身に付

けること。 

【思考力、判断力、表現力等】  

 身近な物理現象について，問題を

見いだし見通しをもって観察，実験

などを行い，物理量の測定と扱い方

を身に付けながら, 運動の表し方, 

運動の速さと向き, 直線運動の加

速度, 物体の落下運動の規則性を

見出して表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 身近な物理現象に関する事項につ

いて進んで関わり、科学的に探求し

ようという態度を養うとともに、自

然を総合的に見ることができる。 

・指導事項 

 物理量の測定と扱い方 

 運動の表し方 

 運動の速さと向き 

 直線運動の加速度 

 物体の落下運動 

*後期課程「物理基礎」の内容を移行 

・主な実験 

 ノギスの扱い 

 記録タイマーの扱い 

 物体の速さ・加速度の測定 

・教材 

 新しい科学２ 

【知識・技能】 

 身近な物理現象を日常生活や社会と

関連付けながら，物体の運動について

理解しているとともに，それらの観

察，実験などに関する技能を身に付け

ている。 

【思考・判断・表現】 

 身近な物理現象について，問題を見

いだし見通しをもって観察，実験など

を行い，物理量の測定と扱い方を身に

付けながら, 運動の表し方, 運動の

速さと向き, 直線運動の加速度, 物

体の落下運動の規則性を見いだして

表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 身近な物理現象に関する事物・現象

に進んで関わり，見通しをもったり振

り返ったりするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

○ ○ ○ 11 

定期考査   ○ ○  1 

  



 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 
配当 
時数 

２
学
期 

B 様々な力とその働き 

【知識及び技能】 

 身近な物理現象を日常生活や社会

と関連付けながら物体にはたらく

力について理解するとともに，それ

らの観察，実験などに関する技能を

身に付けること。 

【思考力、判断力、表現力等】  

 身近な物理現象について，問題を

見いだし見通しをもって観察，実験

などを行い，様々な力, 水中の物体

にはたらく力, 力のつり合い, 力

の合成・分解の規則性を見出して表

現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 身近な物理現象に関する事項につ

いて進んで関わり、科学的に探求

しようという態度を養うととも

に、自然を総合的に見ることがで

きる。 

・指導事項 

 様々な力 

 水中の物体にはたらく力 

 力のつり合い 

 力の合成・分解の規則性 

*後期課程「物理基礎」の内容を移

行 

・主な実験 

 力の合成・分解 

 力のつり合い 

 水中の物体にはたらく力の大き 

 さ測定 

・教材 

 新しい科学２ 

【知識・技能】 

 身近な物理現象を日常生活や社会と

関連付けながら，物体にはたらく力に

ついて理解しているとともに，それら

の観察，実験などに関する技能を身に

付けている。 

【思考・判断・表現】 

 身近な物理現象について，問題を見い

だし見通しをもって観察，実験などを

行い，様々な力, 水中の物体にはたら

く力, 力のつり合い, 力の合成・分解

の規則性を見いだして表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 身近な物理現象に関する事物・現象

に進んで関わり，見通しをもったり振

り返ったりするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

○ ○ ○ 15 

定期考査      1 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 
配当 
時数 

３
学
期 

C 運動の規則性 

【知識及び技能】 

 身近な物理現象を日常生活や社会

と関連付けながら物体の運動と力

について理解するとともに，それら

の観察，実験などに関する技能を身

に付けること。 

【思考力、判断力、表現力等】  

 身近な物理現象について，問題を

見いだし見通しをもって観察，実験

などを行い，力と運動の規則性, 運

動の法則を見出して表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 身近な物理現象に関する事項に

ついて進んで関わり、科学的に探

求しようという態度を養うととも

に、自然を総合的に見ることがで

きる。 

・指導事項 

 力と運動 

 運動の法則 

*後期課程「物理基礎」の内容を移

行 

・主な実験 

 物体の質量, 受ける力と加速度  

 の測定 

・教材 

 新しい科学２ 

【知識・技能】 

 身近な物理現象を日常生活や社会と

関連付けながら，物体の運動と力につ

いて理解しているとともに，それらの

観察，実験などに関する技能を身に付

けている。 

【思考・判断・表現】 

 身近な物理現象について，問題を見い

だし見通しをもって観察，実験などを

行い，力と運動の規則性, 運動の法則

を見いだして表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 身近な物理現象に関する事物・現象

に進んで関わり，見通しをもったり振

り返ったりするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

○ ○ ○ 10 

定期考査      1 

 合計 

 39 

※ 高等学校学習指導要領 [物理基礎] (1)物体の運動とエネルギー (ｱ)運動の表し方のうち ㋐物理量の測定と扱い方 ㋑運動の表し方 ㋒に直

線運動の加速度ついて、 また(ｲ)様々な力とその働き のうち ㋐様々な力 ㋑力のつり合い ㋒運動の法則 ㋓物体の落下運動について、内容

を移行して指導する。 



 

東京都立小石川中等教育学校 年間授業計画 

教 科：理科 科 目：Adv.化学３ 単位数：２単位 

対象学年組：第３学年 Ａ組～Ｄ組 

使用教科書：新しい科学３（東京書籍） 

理科の目標：自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験

を行うことなどを通して、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能

力を次のとおり育成することを目指す。 
 

【 知 識 及 び 技 能 】科学を学ぶ楽しさや有用性を実感しながら自然の事物･現象につい

ての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに

関する技能を身に付けるようにする。 
 

【思考力、判断力、表現力等】数多くの観察、実験などを行い、探究の過程を通して科学的に探究

する力を養う。 
 

【学びに向かう力、人間性等】自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態

度及び、科学的な根拠に基づいて多面的に判断しようとする態度を

養う。 

Adv.化学３の目標：物質とその変化に関わり、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、

物質とその変化を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成す

ることを目指す。 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

 物質に関する事物・現象についての観察、

実験などを行い、物質の構成、物質の変化と

その利用について理解するとともに、科学技

術の発展と人間生活の関わりについて認識を

深めるようにする。また、それらを科学的に

探究するために必要な観察、実験などに関す

る基本的な技能を身に付けるようにする。 

 

 物質に関する事物・現象に関わり、それら

の中に問題を見いだし見通しをもって観察、

実験などを行い、その結果を分析して解釈し

表現するなど、科学的に探究する活動を通し

て、規則性を見いだしたり課題を解決したり

する力を養う。 

 

 

 物質に関する事物・現象に進んで関わり、

科学的に探究しようとする態度を養うととも

に、自然を総合的に見ることができるように

する。 

 

 

 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 
配当 
時数 

１
学
期 

A 物質の構成粒子 

【知識及び技能】 

 原子の構造、電子配置と周期表に

ついて観察､実験などを通して理解

しようとするとともに､それらの観

察､実験などに関する技能を身に付

けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 物質の構成粒子について､観察､

実験などを通して探究し､物質の構

成における規則性や関係性を見い

だして表現する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 物質の構成粒子に進んで関わり､

科学的に探究しようとする態度を

養う。 

 

・指導事項 

原子の構造* 

電子配置と周期表* 

* 後期課程「化学基礎」の内容を、

移行。 

・主な観察、実験、ワークショップ 

 原子の探究 

同族元素の性質 

新元素発見の歴史 など 

・教材 

 新しい科学３ 

 化学基礎 academia 

 

【知識・技能】 

物質の構成について、原子の構造、電

子配置と周期表の基本的な概念や原

理・法則などを理解している。 

【思考・判断・表現】  

物質の構成粒子について、規則性や

関係性を見いだして表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 物質の構成粒子に主体的に関わり、

見通しをもったり振り返ったりするな

ど、科学的に探究しようとしている。 

○ ○ ○ 11 

定期考査   ○ ○  1 

 

  



 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 
配当 
時数 

１
学
期 

B 物質と化学結合 

【知識及び技能】 

 原子の成り立ちとイオン、イオン

とイオン結合、分子と共有結合、金

属と金属結合について観察､実験な

どを通して理解しようとするとと

もに､それらの観察､実験などに関

する技能を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 物質と化学結合について､観察､

実験などを通して探究し､物質と化

学結合における規則性や関係性を

見いだして表現する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 物質と化学結合に進んで関わり､

科学的に探究しようとする態度を

養う。 

 

・指導事項 

原子の成り立ちとイオン 

イオンとイオン結合* 

分子と共有結合* 

金属と金属結合* 

* 後期課程「化学基礎」の内容を、

移行。 

・主な観察、実験、ワークショップ 

 イオン結晶の性質 

 金属結晶の性質 

化学結合と様々な結晶 など 

・教材 

 新しい科学３ 

 化学基礎 academia 

  

 

 

【知識・技能】 

物質と化学結合について、イオンと

イオン結合、分子と共有結合、金属と金

属結合の基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに、科学的に

探究するために必要な観察、実験など

に関する基本操作や記録などの基本的

な技能を身に付けている。 

【思考・判断・表現】  

物質と化学結合について、観察、実験

などを通して探究し、規則性や関係性

を見いだして表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

物質と化学結合に進んで関わり、見

通しをもったり振り返ったりするな

ど、科学的に探究しようとしている。 

○ ○ ○ 11 

定期考査     ○ ○   1 

２
学
期 

C 物質量と化学反応式 

【知識及び技能】 

 物質量と化学反応式について観

察､実験などを通して理解しようと

するとともに､それらの観察､実験

などに関する技能を身に付けるよ

うにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 物質量と化学反応式について､観

察､実験などを通して探究し､物質

の変化における規則性や関係性を

見いだして表現する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 物質量と化学反応式に進んで関

わり､科学的に探究しようとする態

度を養う。 

 

・指導事項 

物質量* 

化学反応式* 

* 後期課程「化学基礎」の内容を、

移行。 

・主な観察、実験、ワークショップ 

 気体の分子量測定 

化学変化の量的関係 

○○mL の気体を発生させる など 

・教材 

新しい科学３ 

 化学基礎 academia 

 

 

【知識・技能】 

物質量と化学反応式について、物質

量、化学反応式の基本的な概念や原理・

法則などを理解しているとともに、科

学的に探究するために必要な観察、実

験などに関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身に付けている。 

【思考・判断・表現】  

物質量と化学反応式について、観察、

実験などを通して探究し、規則性や関

係性を見いだして表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 物質量と化学反応式に主体的に関わ

り、見通しをもったり振り返ったりす

るなど、科学的に探究しようとしてい

る。 

○ ○ ○ 17 

定期考査   ○ ○  1 

D 水溶液とイオン 

【知識及び技能】 

 酸・アルカリ、中和と塩について

観察､実験などを通して理解しよう

とするとともに､それらの観察､実

験などに関する技能を身に付ける

ようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 水溶液とイオンについて､観察､

実験などを通して探究し､化学変化

における規則性や関係性を見いだ

して表現する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 水溶液とイオンに進んで関わり､

科学的に探究しようとする態度を

養う。 

 

・指導事項 

酸・アルカリ 

中和と塩 

・主な観察、実験、ワークショップ 

 電解質水溶液の性質 

酸やアルカリの性質とイオン 

身近な溶液の pH 測定 

中和反応 

中和によって生じる物質 など 

・教材 

新しい科学３ 

 化学基礎 academia 

  

 

【知識・技能】 

化学変化をイオンのモデルと関連付

けながら、酸・アルカリ、中和と塩につ

いての基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに、科学的に探

究するために必要な観察、実験などに

関する基本操作や記録などの基本的な

技能を身に付けている。 

【思考・判断・表現】  

水溶液とイオンについて、見通しを

もって観察、実験などを行い、イオンと

関連付けてその結果を分析して解釈

し、規則性や関係性を見いだして表現

しているとともに、探究の過程を振り

返るなど、科学的に探究している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 水溶液とイオンに関する事物・現象

に進んで関わり、見通しをもったり振

り返ったりするなど、科学的に探究し

ようとしている。 

○ ○ ○ 13 

定期考査      1 



 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 
配当 
時数 

３
学
期 

E 化学反応（酸･塩基と中和） 

【知識及び技能】 

 酸と塩基の性質、中和に関与する

物質の量的関係について観察､実験

などを通して理解しようとすると

ともに､それらの観察､実験などに

関する技能を身に付けるようにす

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 酸･塩基と中和について､観察､実

験などを通して探究し､酸･塩基の

変化における規則性や関係性を見

いだして表現する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

酸･塩基と中和に進んで関わり､

科学的に探究しようとする態度を

養う。 

 

・指導事項 

酸･塩基と中和* 

* 後期課程「化学基礎」の内容を、

移行。 

・主な観察、実験、ワークショップ 

中和と pH 変化 

中和滴定 

塩の水溶液の性質 など 

・教材 

新しい科学３ 

 化学基礎 academia 

 

 

【知識・技能】 

化学反応について、酸・塩基と中和の

基本的な概念や原理・法則などを理解

しているとともに、科学的に探究する

ために必要な観察、実験などに関する

基本操作や記録などの基本的な技能を

身に付けている。 

【思考・判断・表現】  

化学反応について、観察、実験などを

通して探究し、規則性や関係性を見い

だして表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 化学反応に主体的に関わり、見通し

をもったり振り返ったりするなど、科

学的に探究しようとしている。0 

○ ○ ○ 11 

F 科学技術と人間 

【知識及び技能】 

 エネルギーと物質、自然環境の保

全と科学技術の利用について観察､

実験などを通して理解しようとす

るとともに､それらの観察､実験な

どに関する技能を身に付けるよう

にする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 様々なエネルギーとその変換に

ついて､観察､実験などを通して探

究し、持続可能な社会をつくるため

に必要な自然環境の保全と科学技

術の利用の在り方について科学的

に考察し、表現する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 エネルギーと物質に関する事                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

物・現象、自然環境の保全と科学

技術の利用に関する事物・現象に

進んで関わり､科学的に探究しよう

とする態度を養う。 

 

・指導事項 

エネルギーとエネルギー資源 

様々な物質とその利用 

科学技術の発展 

自然環境の保全と科学技術の利用 

・主な観察、実験、ワークショップ 

 エネルギーの変換 

身のまわりの物質しらべ 

テーマ別研究 など 

・教材 

新しい科学３ 

 化学基礎 academia 

 

 

【知識・技能】 

日常生活や社会と関連付けながら、

エネルギーとエネルギー資源、様々な

物質とその利用、科学技術の発展、自然

環境の保全と科学技術の利用について

の基本的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに、科学的に探究す

るために必要な観察、実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的な技能

を身に付けている。 

【思考・判断・表現】  

日常生活や社会で使われているエネ

ルギーや物質、自然環境の保全と科学

技術の利用について、見通しをもって

観察、実験などを行い、その結果を分析

して解釈しているなど、科学的に探究

している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 エネルギーと物質に関する事物・現

象、自然環境の保全と科学技術の利用

に関する事物・現象に進んで関わり、

見通しをもったり振り返ったりするな

ど、科学的に探究しようとしている。 

○ ○ ○ 10 

定期考査      1 

  合計 

78 

 

※ 高等学校学習指導要領 [化学基礎] (2)物質の構成、(3)物質の変化とその利用 (ｱ)物質量と化学反応式、 (3)物質の変化とその利用 (ｲ)化

学反応のうち ㋐酸･塩基と中和 について、内容を移行して指導する。 

※ 中学校学習指導要領 [第 1分野] (6)化学変化とイオン (ｲ)化学変化と電池 については、４学年「化学基礎」で扱う。 

 

 



中等教育学校 令和５年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

A 遺伝の規則性と遺伝子
【知識及び技能】
　交配実験の結果などに基づいて、親
の形質が子に伝わるときの規則性を見
いだして理解すること。
　DNA の構造に関する資料に基づい
て、遺伝情報を担う物質としての DNA
の特徴を見いだして理解するととも
に、塩基の相補性と DNA の複製を関連
付けて理解すること。
　遺伝情報の発現に関する資料に基づ
いて、DNA の塩基配列とタンパク質の
アミノ酸配列との関係を見いだして理
解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
　生命の連続性について、観察、実験
などを行い、その結果や資料を分析し
て解釈し、生物の成長と殖え方、遺伝
現象、生物の種類の多様性と進化につ
いての特徴や規則性を見いだして表現
すること。また、探究の過程を振り返
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
　生命に関する事物・現象に進んで関
わり、科学的に探究しようとする態度
と、生命を尊重し、自然環境の保全に
寄与する態度を養うとともに、自然を
総合的に見ることができるようにす
る。

・指導事項
　遺伝の規則性と遺伝子
　遺伝情報とDNA*
　遺伝情報とタンパク質の合成*
* 後期課程「生物基礎」の内容を、
移行。
・主な観察、実験、ワークショップ
　DNA抽出実験、及び探究
・教材
　新しい科学３、フォトサイエンス
生物図録

【知識・技能】
　遺伝の規則性と遺伝子に関する事物・現象
の特徴に着目しながら、遺伝の規則性と遺伝
子についての基本的な概念や原理・法則など
を理解しているとともに、科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
　遺伝の規則性と遺伝子について、観察、実
験などを行い、その結果や資料を分析して解
釈し、遺伝現象についての特徴や規則性を見
いだして表現しているとともに、探究の過程
を振り返るなど、科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　遺伝の規則性と遺伝子に関する事物・現象
に進んで関わり、見通しをもったり振り返っ
たりするなど、科学的に探究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 5

定期考査 ○ ○ 1

C 生物の種類の多様性と進化
【知識及び技能】
　現存の生物及び化石の比較などを通
して、現存の多様な生物は過去の生物
が長い時間の経過の中で変化して生じ
てきたものであることを体のつくりと
関連付けて理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
　生命の連続性について、観察、実験
などを行い、その結果や資料を分析し
て解釈し、生物の成長と殖え方、遺伝
現象、生物の種類の多様性と進化につ
いての特徴や規則性を見いだして表現
すること。また、探究の過程を振り返
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
　生命に関する事物・現象に進んで関
わり、科学的に探究しようとする態度
と、生命を尊重し、自然環境の保全に
寄与する態度を養うとともに、自然を
総合的に見ることができるようにす
る。

・指導事項
　生物の種類の多様性と進化
・主な観察、実験、ワークショップ
　ICTのアプリを用いたシミュレー
ション
　生物の形態比較観察
・教材
　新しい科学３、フォトサイエンス
生物図録

【知識・技能】
　生物の種類の多様性と進化に関する事物・
現象の特徴に着目しながら、生物の種類の多
様性と進化についての基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な技能を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
　生物の種類の多様性と進化について、観
察、実験などを行い、その結果や資料を分析
して解釈し、生物の種類の多様性と進化につ
いての特徴や規則性を見いだして表現してい
るとともに、探究の過程を振り返るなど、科
学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　生物の種類の多様性と進化に関する事物・
現象に進んで関わり、見通しをもったり振り
返ったりするなど、科学的に探究しよう
としている。

○ ○ ○ 5

定期考査
○ ○ 1

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

科学を学ぶ楽しさや有用性を実感しながら自然の事物･現象についての理解を深め、科学的に探究するために
必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。

　生命に関する事物・現象に進んで関わり、科
学的に探究しようとする態度と、生命を尊重
し、自然環境の保全に寄与する態度を養うとと
もに、自然を総合的に見ることができるように
する。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 Adv.生物３
理科 Adv.生物３ 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　生命に関する事物・現象についての観察、実験な
どを行い、生物の体のつくりと働き、生命の連続性
などについて理解するとともに、科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関する基本的な技能
を身に付けるようにする。

　生命に関する事物・現象に関わり、それらの
中に問題を見いだし見通しをもって観察、実験
などを行い、その結果を分析して解釈し表現す
るなど、科学的に探究する活動を通して、多様
性に気付くとともに規則性を見いだしたり課題
を解決したりする力を養う。

新しい科学１(東京書籍)

理科

数多くの観察、実験などを行い、探究の過程を通して科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度及び、科学的な根拠に基づいて多面的
に判断しようとする態度を養う。

Adv.生物３

【 知　識　及　び　技　能 】

自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うこ
となどを通して、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。

生命や地球に関する事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力
を次のとおり育成することを目指す。



H 生物と環境
【知識及び技能】
　地域の自然災害について、総合的に
調べ、自然と人間との関わり方につい
て認識すること。
【思考力、判断力、表現力等】
　身近な自然環境や地域の自然災害な
どを調べる観察、実験などを行い、自
然環境の保全と科学技術の利用の在り
方について、科学的に考察して判断す
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
　生命に関する事物・現象に進んで関
わり、科学的に探究しようとする態度
と、生命を尊重し、自然環境の保全に
寄与する態度を養うとともに、自然を
総合的に見ることができるようにす
る。

・指導事項
　地域の自然災害
・主な観察、実験、ワークショップ
　身近な自然環境のリスク分析
・教材
　新しい科学３、フォトサイエンス
生物図録

【知識・技能】
　日常生活や社会と関連付けながら、地域の
自然災害についての基本的な概念や原理・法
則などを理解しているとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技能を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
　生物と環境について、身近な自然環境や地
域の自然災害などを調べる観察、実験などを
行い、科学的に考察して判断しているなど、
科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　生物と環境に関する事物・現象に進んで関
わり、見通しをもったり振り返ったりするな
ど、科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 5

○ 6

定期考査
○ ○ 1

G 生物と環境
【知識及び技能】
　身近な自然環境について調べ、様々
な要因が自然界のつり合いに影響して
いることを理解するとともに、自然環
境を保全することの重要性を認識する
こと。
【思考力、判断力、表現力等】
　身近な自然環境や地域の自然災害な
どを調べる観察、実験などを行い、自
然環境の保全と科学技術の利用の在り
方について、科学的に考察して判断す
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
　生命に関する事物・現象に進んで関
わり、科学的に探究しようとする態度
と、生命を尊重し、自然環境の保全に
寄与する態度を養うとともに、自然を
総合的に見ることができるようにす
る。

・指導事項
　自然環境の調査と環境保全
・主な観察、実験、ワークショップ
　ICTを用いて身近な自然と人間と
の関係性についてグループ討論、及
び発表
・教材
　新しい科学３、フォトサイエンス
生物図録

【知識・技能】
　日常生活や社会と関連付けながら、自然環
境の調査と環境保全についての基本的な概念
や原理・法則などを理解しているとともに、
科学的に探究するために必要な観察、実験な
どに関する基本操作や記録などの基本的な技
能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　生物と環境について、身近な自然環境や地
域の自然災害などを調べる観察、実験などを
行い、科学的に考察して判断しているなど、
科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　生物と環境に関する事物・現象に進んで関
わり、見通しをもったり振り返ったりするな
ど、科学的に探究しようとしている。

○ ○

２
学
期

E 生物と環境
【知識及び技能】
　微生物の働きを調べ、植物、動物及
び微生物を栄養の面から相互に関連付
けて理解するとともに、自然界では、
これらの生物がつり合いを保って生活
していることを見いだして理解するこ
と。
　生態系と生物の多様性に関する観
察、実験などを行い、生態系における
生物の種多様性を見いだして理解する
こと。また、生物の種多様性と生物間
の関係性とを関連付けて理解するこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
　身近な自然環境や地域の自然災害な
どを調べる観察、実験などを行い、自
然環境の保全と科学技術の利用の在り
方について、科学的に考察して判断す
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
　生命に関する事物・現象に進んで関
わり、科学的に探究しようとする態度
と、生命を尊重し、自然環境の保全に
寄与する態度を養うとともに、自然を
総合的に見ることができるようにす
る。

・指導事項
　自然界のつり合い
　生態系と生物の多様性*
* 後期課程「生物基礎」の内容を、
移行。
・主な観察、実験、ワークショップ
　ICTのアプリを用いたシミュレー
ション
・教材
　新しい科学３、フォトサイエンス
生物図録

【知識・技能】
　日常生活や社会と関連付けながら、自然界
のつり合いについての基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な技能を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
　生物と環境について、身近な自然環境や地
域の自然災害などを調べる観察、実験などを
行い、科学的に考察して判断しているなど、
科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　生物と環境に関する事物・現象に進んで関
わり、見通しをもったり振り返ったりするな
ど、科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 8

定期考査 ○ ○ 1



I 自然環境の保全と科学技術の利用
【知識及び技能】
　自然環境の保全と科学技術の利用の
在り方について科学的に考察すること
を通して、持続可能な社会をつくるこ
とが重要であることを認識すること。
　生態系のバランスに関する資料に基
づいて、生態系のバランスと人為的攪
乱を関連付けて理解すること。また、
生態系の保全の重要性を認識するこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
　身近な自然環境や地域の自然災害な
どを調べる観察、実験などを行い、自
然環境の保全と科学技術の利用の在り
方について、科学的に考察して判断す
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
　生命に関する事物・現象に進んで関
わり、科学的に探究しようとする態度
と、生命を尊重し、自然環境の保全に
寄与する態度を養うとともに、自然を
総合的に見ることができるようにす
る。

・指導事項
　自然環境の保全と科学技術の利用
　生態系のバランスと保全*
* 後期課程「生物基礎」の内容を、
移行。
・主な観察、実験、ワークショップ
　身近な自然環境の保全例とその効
果について
・教材
　新しい科学３、フォトサイエンス
生物図録

【知識・技能】
　日常生活や社会と関連付けながら、自然環
境の保全と科学技術の利用についての基本的
な概念や原理・法則などを理解しているとと
もに、科学的に探究するために必要な観察、
実験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　自然環境の保全と科学技術の利用につい
て、観察、実験などを行い、自然環境の保全
と科学技術の利用の在り方について、科学的
に考察して判断しているなど、科学的に探究
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自然環境の保全と科学技術の利用に関する
事物・現象に進んで関わり、見通しをもった
り振り返ったりするなど、科学的に探究しよ
うとしている。

○ ○ ○ 5

1定期考査 ○ ○

合計

39



【Advanced理科Ⅱ　地学】

使用教科書：　新しい科学３（東京書籍）

使用教材：ニューステージ新地学図表　（浜島書店）

科目の具体的な指導目標
【年間授業計画】

評価の観点
方法

予定
時数

指導内容
【年間授業計画】

年間授業計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位数：（　１　単位）

東京都立小石川中等教育学校

3１ 太陽系の天体と恒星
の世界
　太陽系の天体の特徴
を知るとともに，太陽
系は銀河系に属するこ
と，銀河系の外には別
の銀河が多数存在する
ことを理解させる。

・太陽系の天体の特徴や，惑星・小惑星・衛星・す
い星などが，太陽のまわりを公転していることを理
解させる。

・太陽系の天体について関心をもち，資料などを用
いて調べさせる。

・太陽系の天体の名称を知り，その特徴を理解させ
る。

・太陽系の惑星は，太陽を中心に同じ向きに公転
し，太陽からの距離が遠い惑星ほど公転周期が長い
ことを捉えられるようにする。

４
月

行動観察，
発言，発
表，パ
フォーマン
ステスト，
レポート，
ワークシー
ト，小テス
トなど

６
月

行動観察，
発言，発
表，パ
フォーマン
ステスト，
レポート，
ワークシー
ト，小テス
トなど

4１ 太陽系の天体と恒星
の世界
　太陽系の天体の特徴
を知るとともに，太陽
系は銀河系に属するこ
と，銀河系の外には別
の銀河が多数存在する
ことを理解させる。

５
月

・太陽は銀河系の恒星の１つであり，宇宙には銀河
系のような星の集団が多数あることを理解させる。

・太陽系や太陽系の外の宇宙について関心をもち，
どのような天体があるかを調べさせる。

・太陽系，銀河系，銀河の構造について理解し，知
識を身につけさせる。

・透明半球を用いた太陽の１日の動きの観測を個別
に行うことができる。
・太陽の１日の動きが，地球の自転によって起こる
見かけの動きであることを捉えることができる。
・透明半球を用いた太陽の１日の動きの観測を個別
に、季節毎に行わせることにより、季節による太陽
の南中高度や昼間の長さの変化は，地球が地軸を傾
けたまま自転しながら公転しているためであること
を理解させる。（その１）

・星の１日の動きの記録の仕方を理解し、太陽や星
の日周運動は、地球の自転によって起こる見かけの
運動であることを理解させる。
・観測地によって太陽や星座の見える方向が異なっ
たり，見ることのできる天体が異なることを理解で
きる。

・季節によって見られる星座が異なることに関心を
もち，その原因を調べてさせる。

・発砲ポリスチレン球を用いた個別地球儀の作成に
関心をもたせる。

・モデル実験により、太陽の年周運動を再現するこ
とにより、季節によって見られる星座が変わること
を理解させる。

行動観察，
発言，発
表，パ
フォーマン
ステスト，
レポート，
ワークシー
ト，小テス
トなど

4２　日周運動と地球の
自転

太陽や星の日周運動
は，地球の自転によっ
て起こることを理解さ
せる。

3

７
月

３　年周運動と地球の
公転
　季節によって見るこ
とのできる星座が違う
ことや，太陽が１年を
通して星座の星の間を
動く運動は，地球の公
転によって起こる年周
運動であることを理解
させる。

行動観察，
発言，発
表，パ
フォーマン
ステスト，
レポート，
ワークシー
ト，小テス
ト，定期テ
ストなど

教科：（　理科　）科目：（ Advanced理科Ⅱ　地学  ） 　対象：（第 3学年 Ａ組～　Ｄ組）　　



【Advanced理科Ⅱ　地学】

使用教科書：　新しい科学３（東京書籍）

使用教材：ニューステージ新地学図表　（浜島書店）

科目の具体的な指導目標
【年間授業計画】

評価の観点
方法

予定
時数

指導内容
【年間授業計画】

年間授業計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位数：（　１　単位）

東京都立小石川中等教育学校

教科：（　理科　）科目：（ Advanced理科Ⅱ　地学  ） 　対象：（第 3学年 Ａ組～　Ｄ組）　　

3

・太陽について関心をもち，天体望遠鏡やソーラー
スコープ、太陽望遠鏡を用いて太陽表面を観察する
方法を理解し，太陽表面の観察に積極的に取り組ま
せる。

・太陽の特徴を理解し，太陽の表面に見られる黒点
やプロミネンスなどの名称を知る。

・年周運動、月の満ち欠けなどを中心に演習し、
視点の切り替えができるようにする。

・透明半球を用いた太陽の１日の動きの観測を個別
に、季節毎に行わせることにより、季節による太陽
の南中高度や昼間の長さの変化は，地球が地軸を傾
けたまま自転しながら公転しているためであること
を理解させる。（その３）

・透明半球に記録した太陽の日周運動の経路から、
季節による太陽の南中高度や昼間の長さがことなる
ことを捉えることができる。

５ 太陽の特徴

　観察や写真を通し
て、太陽の特徴を理解
させる。

４　月の動きと見え方

・月の見え方の変化
は，太陽・月・地球の
位置関係の変化によっ
て起こることを理解さ
せる。
・太陽・月・地球が一
直線上に位置すると日
食や月食が起こること
を理解させる。

行動観察，
発言，発
表，パ
フォーマン
ステスト，
レポート，
ワークシー
ト，小テス
トなど

5３　年周運動と地球の
公転
　季節によって見るこ
とのできる星座が違う
ことや，太陽が１年を
通して星座の星の間を
動く運動は，地球の公
転によって起こる年周
運動であることを理解
させる。

・日周運動と年周運動の違いを捉えることができ
る。

・同じ時刻に観測すると，星座の星は毎日約１°東
から西に移動し，太陽は逆に星座の星の間を西から
東に移動していることを理解する。

・透明半球を用いた太陽の１日の動きの観測を個別
に、季節毎に行わせることにより、季節による太陽
の南中高度や昼間の長さの変化は，地球が地軸を傾
けたまま自転しながら公転しているためであること
を理解させる。（その２）

９
月

・同じ時刻に見た月の形と位置の変化を調べること
ができる。（課題）

・１０月８日の皆既月食を観察し、月食に対する関
心を高める。（課題）

・発砲ポリスチレン球を用いたモデル実験を通し、
月の見え方の変化は、太陽、地球、月の位置関係に
よって起こることを理解する。

・地球から見える月の形や位置の変化を，月の公転
と関連づけて捉えることができる。

・日食・月食の現象を理解し，太陽・月・地球の位
置関係によって起こることを理解する。

月

行動観察，
発言，発
表，パ
フォーマン
ステスト，
レポート，
ワークシー
ト，小テス
トなど

4

月

行動観察，
発言，発
表，パ
フォーマン
ステスト，
レポート，
ワークシー
ト，小テス
トなど

4

月

６　季節の変化と地球
の自転・公転

・季節による太陽の南
中高度や昼間の長さの
変化は，地球が地軸を
傾けたまま自転しなが
ら公転しているためで
あることを理解させ
る。

行動観察，
発言，発
表，パ
フォーマン
ステスト，
レポート，
ワークシー
ト，小テス
ト，定期テ
ストなど

10

11

12



【Advanced理科Ⅱ　地学】

使用教科書：　新しい科学３（東京書籍）

使用教材：ニューステージ新地学図表　（浜島書店）

科目の具体的な指導目標
【年間授業計画】

評価の観点
方法

予定
時数

指導内容
【年間授業計画】

年間授業計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位数：（　１　単位）

東京都立小石川中等教育学校

教科：（　理科　）科目：（ Advanced理科Ⅱ　地学  ） 　対象：（第 3学年 Ａ組～　Ｄ組）　　

3

・金星が真夜中に見えないことに関心をもち，その
原因を調べようとする。

・金星が星座の星の間を動いていくように見えるの
は，地球と金星の公転周期の違いによって起こるこ
とを捉えることができる。

・モデル実験を通して金星の見え方の変化を，太
陽・金星・地球の位置関係の変化と関連づけて捉え
ることができる。

・演習により、視点の切り替えができるようにす
る。

・太陽系誕生のモデルについて説明を聞き、理解す
る。

・地球型惑星と木星型惑星の違いから，地球の特徴
を考えることができる。

・岩石片や鉄球の密度を測定し，地球型惑星と木星
型惑星の違いを考えさせる。

・地球の誕生時の変化と地球の特徴を理解する。

・太陽からの距離や地球の大きさが適切であったた
めに，地球上に生命が誕生し，存在できることに
なったことが理解できる。

3

3

１
月

６　季節の変化と地球
の自転・公転

・季節による太陽の南
中高度や昼間の長さの
変化は，地球が地軸を
傾けたまま自転しなが
ら公転しているためで
あることを理解させ
る。

・季節による太陽高度の変化や気温の変化に興味を
もち，資料などによって調べてみようとする。

・モデル実験により、地軸の傾きによって，季節に
よる太陽高度の変化や昼夜の長さの変化が起こるこ
とを捉えることができる。

・モデル実験により、太陽高度の違いが日射量の違
いになることを捉えることができる。

・季節による気温の変化を，太陽高度や昼間の長さ
の変化と関連づけて理解する。

２
月

７　惑星の動き

惑星は，太陽や星座の
星とは異なった動きを
し，望遠鏡での見え方
にも特徴があることを
理解させる。

行動観察，
発言，発
表，パ
フォーマン
ステスト，
レポート，
ワークシー
ト，小テス
トなど

３
月

行動観察，
発言，発
表，パ
フォーマン
ステスト，
レポート，
ワークシー
ト，小テス
トなど

８　太陽系の誕生と地
球の誕生

・太陽系の他の惑星と
比較しながら，地球の
特徴を調べ，地球の誕
生について学ぶ。

行動観察，
発言，発
表，パ
フォーマン
ステスト，
レポート，
ワークシー
ト，小テス
ト，定期テ
ストなど



教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ 中学生の音楽２・３下（教育芸術社）／中学生の器楽（教育芸術社）／音楽のハーモニー２・３下（正進社） ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

○

配
当
時
数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

音楽の特徴や背景を理解して、その
魅力を味わおう
【知識及び技能】
　曲想と音楽の構造との関わりにつ
いて、音楽の特徴とその背景となる
文化や歴史，他の芸術との関わりに
ついて理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素や要素同
士の関連を知覚し，それらの働きが
生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら，知覚したことと感受したことと
の関わりについて考えるとともに，
曲や演奏に対する評価とその根拠に
ついて考え，音楽のよさや美しさを
味わって聴くこと。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽活動を楽しみながら主体的・協
働的に鑑賞の学習活動に取り組むこ
と。

4

音楽 中学音楽３ 1

4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音
楽の多様性について理解するとともに，創意工
夫を生かした音楽表現をするために必要な歌
唱，器楽，創作の技能を身に付けるようにす
る。

曲にふさわしい音楽表現を創意工夫すること
や，音楽を評価しながらよさや美しさを味わっ
て聴くことができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み，音楽活動の楽しさを
体験することを通して，音楽文化に親しむとともに，音楽によって生活
を明るく豊かなものにし，音楽に親しんでいく態度を養う。

○ ○

音楽

表現

評価規準
鑑
賞

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解している。
・声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりにつ
いて理解している。
・創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声，言葉の発音，身
体の使い方などの技能を身に付けている。
・創意工夫を生かし，全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者
と合わせて歌う技能を身に付けている。
・音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し，それらの働
きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受した
こととの関わりについて考え，歌唱表現を創意工夫している。
・音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組
もうとしている。

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解している。
・声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりにつ
いて理解している。
・創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声，言葉の発音，身
体の使い方などの技能を身に付けている。
・創意工夫を生かし，全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者
と合わせて歌う技能を身に付けている。
・音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し，それらの働
きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受した
こととの関わりについて考え，歌唱表現を創意工夫している。
・音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組
もうとしている

○○

東京都立小石川中等教育学校 年間授業計画

音楽表現を創意工夫することや，音楽を自分なりに評価しながらよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。

音楽活動の楽しさを体験することを通して，音楽を愛好する心情を育むとともに，音楽に対する感性を豊かにし，音楽に親しんでい
く態度を養い，豊かな情操を培う。

中学音楽３

知 思

○ ○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】
曲想と音楽の構造などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに，創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌
唱，器楽，創作の技能を身に付けるようにする。

態

１
学
期

日本の歌のよさや美しさを理解し
て、歌唱表現を工夫しよう
【知識及び技能】
曲想と音楽の構造や背景などとの関
わり及び音楽の多様性について理解
すること。創意工夫を生かした音楽
表現をするために必要な技能を身に
付け，歌唱，器楽，創作で表すこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素や要素同
士の関連を知覚し，それらの働きが
生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら，知覚したことと感受したことと
の関わりについて考え，曲にふさわ
しい音楽表現としてどのように表す
かについて思いや意図をもったり，
音楽を評価しながらよさや美しさを
味わって聴いたりすること。
【学びに向かう力、人間性等】
音や音楽，音楽文化に親しむことが
できるよう，音楽活動を楽しみなが
ら主体的・協働的に表現及び鑑賞の
学習活動に取り組むこと。 曲想と
⾳楽の構造や歌詞の内容との関わり
について理解していること。

・指導事項；歌唱
・教材；花／花の街／My Voice!
・一人１台端末の活用　等



○ ○ ○ 5

２
学
期

⾳楽の特徴とその背景となる⽂化や歴史との関わりについて理解すると

ともに，生活や社会における音楽の意味や役割について自分なりに考
え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解している。
・声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりにつ
いて理解している。
・創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声，言葉の発音，身
体の使い方などの技能を身に付けている。
・創意工夫を生かし，全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者
と合わせて歌う技能を身に付けている。
・音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し，それらの働
きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受した
こととの関わりについて考え，歌唱表現を創意工夫している。
・音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組
もうとしている

○

○ ○ ○ 4

4○ ○

全体の響きや各声部の役割を生かし
て、歌唱表現を工夫しよう
【知識及び技能】
曲想と音楽の構造や背景などとの関
わり及び音楽の多様性について理解
すること。創意工夫を生かした音楽
表現をするために必要な技能を身に
付け，歌唱で表すこと。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素や要素同
士の関連を知覚し，それらの働きが
生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら，知覚したことと感受したことと
の関わりについて考え，曲にふさわ
しい音楽表現としてどのように表す
かについて思いや意図をもったり，
音楽を評価しながらよさや美しさを
味わって聴いたりすること。
【学びに向かう力、人間性等】
音や音楽，音楽文化に親しむことが
できるよう，音楽活動を楽しみなが
ら主体的・協働的に表現及び鑑賞の
学習活動に取り組むこと。 曲想と
⾳楽の構造や歌詞の内容との関わり
について理解すること。

・指導事項；歌唱
・教材；Amazing　Grace／きみと
ともに／指揮をしてみよう
・一人１台端末の活用　等

○

音階の特徴及び音のつながりの特徴
を生かして、創作表現を工夫しよう
【知識及び技能】
　曲想と音楽の構造や背景などとの
関わり及び音楽の多様性について理
解すること。創意工夫を生かした音
楽表現をするために必要な技能を身
に付け，歌唱で表すこと。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素や要素同
士の関連を知覚し，それらの働きが
生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら，知覚したことと感受したことと
の関わりについて考え，曲にふさわ
しい音楽表現としてどのように表す
かについて思いや意図をもったり，
音楽を評価しながらよさや美しさを
味わって聴いたりすること。
【学びに向かう力、人間性等】
音や音楽，音楽文化に親しむことが
できるよう，音楽活動を楽しみなが
ら主体的・協働的に表現及び鑑賞の
学習活動に取り組もうとすること。

・指導事項；創作
・教材；My Melody
・一人１台端末の活用　等

○

曲の構成を理解して、リズムアンサ
ンブルの表現を工夫しよう
【知識及び技能】
　曲想と音楽の構造や背景などとの
関わり及び音楽の多様性について理
解すること。創意工夫を生かした音
楽表現をするために必要な技能を身
に付け，歌唱で表すこと。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素や要素同
士の関連を知覚し，それらの働きが
生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら，知覚したことと感受したことと
の関わりについて考え，曲にふさわ
しい音楽表現としてどのように表す
かについて思いや意図をもったり，
音楽を評価しながらよさや美しさを
味わって聴いたりすること。
【学びに向かう力、人間性等】
音や音楽，音楽文化に親しむことが
できるよう，音楽活動を楽しみなが
ら主体的・協働的に表現及び鑑賞の
学習活動に取り組もうとすること。

・指導事項；器楽・創作
・教材；風にのって／Letʼs
Create
・一人１台端末の活用　等

○ ○

１
学
期

⾳楽の特徴とその背景となる⽂化や歴史との関わりについて理解すると

ともに，生活や社会における音楽の意味や役割について自分なりに考
え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。



２
学
期

３
学
期

世界の諸民族の音楽の特徴を理解し
て、その魅力を味わおう
　【知識及び技能】
曲想と音楽の構造との関わりについ
て、音楽の特徴とその背景となる文
化や歴史，他の芸術との関わりにつ
いて理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素や要素同
士の関連を知覚し，それらの働きが
生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら，知覚したことと感受したことと
の関わりについて考えるとともに，
曲や演奏に対する評価とその根拠に
ついて考え，音楽のよさや美しさを
味わって聴くこと。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽活動を楽しみながら主体的・協
働的に鑑賞の学習活動に取り組むこ
と。

・指導事項；鑑賞
・教材；世界の諸民族の音楽／私
たちが受け継ぐ郷土の祭りや芸能
・一人１台端末の活用　等

○○

⾳楽の特徴とその背景となる⽂化や歴史との関わりについて理解すると

ともに，生活や社会における音楽の意味や役割について自分なりに考
え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解している。
・声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりにつ
いて理解している。
・創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声，言葉の発音，身
体の使い方などの技能を身に付けている。
・創意工夫を生かし，全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者
と合わせて歌う技能を身に付けている。
・音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し，それらの働
きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受した
こととの関わりについて考え，歌唱表現を創意工夫している。
・音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組
もうとしている

○ ○ ○

2○ ○

2

○ 4

○ 4○

曲種に応じた発声を生かして、歌唱
表現を工夫しよう
【知識及び技能】
曲想と音楽の構造や背景などとの関
わり及び音楽の多様性について理解
すること。創意工夫を生かした音楽
表現をするために必要な技能を身に
付け，歌唱で表すこと。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素や要素同
士の関連を知覚し，それらの働きが
生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら，知覚したことと感受したことと
の関わりについて考え，曲にふさわ
しい音楽表現としてどのように表す
かについて思いや意図をもったり，
音楽を評価しながらよさや美しさを
味わって聴いたりすること。
【学びに向かう力、人間性等】
音や音楽，音楽文化に親しむことが
できるよう，音楽活動を楽しみなが
ら主体的・協働的に表現及び鑑賞の
学習活動に取り組もうとしている。
曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との
関わりについて理解すること。

・指導事項；鑑賞・歌唱
・教材；Let It Be／帰れソレント
へ
・一人１台端末の活用　等

○

⾳楽の特徴とその背景となる⽂化や歴史との関わりについて理解すると

ともに，生活や社会における音楽の意味や役割について自分なりに考
え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。

○ ○

日本の伝統音楽の特徴を理解して、
その魅力を味わおう
【知識及び技能】
　曲想と音楽の構造との関わりにつ
いて、音楽の特徴とその背景となる
文化や歴史，他の芸術との関わりに
ついて理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素や要素同
士の関連を知覚し，それらの働きが
生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら，知覚したことと感受したことと
の関わりについて考えるとともに，
曲や演奏に対する評価とその根拠に
ついて考え，音楽のよさや美しさを
味わって聴くこと。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽活動を楽しみながら主体的・協
働的に鑑賞の学習活動に取り組むこ
と。

・指導事項；鑑賞
・教材；能「敦盛」／謡「敦盛」
／沖縄の伝統芸能「組踊」に親し
もう／夕やけ小やけ
・一人１台端末の活用　等

ポピュラー音楽の特徴を理解して、
その魅力を味わおう
【知識及び技能】
曲想と音楽の構造との関わりについ
て、音楽の特徴とその背景となる文
化や歴史，他の芸術との関わりにつ
いて理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素や要素同
士の関連を知覚し，それらの働きが
生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら，知覚したことと感受したことと
の関わりについて考えるとともに，
曲や演奏に対する評価とその根拠に
ついて考え，音楽のよさや美しさを
味わって聴くこと。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽活動を楽しみながら主体的・協
働的に鑑賞の学習活動に取り組むこ
と。

・指導事項；鑑賞
・教材；ポピュラー音楽／ポピュ
ラー音楽のジャンル／ルールを
守って音楽を楽しもう／生活や社
会の中の音楽
・一人１台端末の活用　等

○

音のつながり方の特徴について理解するとともに、それらを生かした
創作表現を創意工夫して音楽を作る。

○

○



合
計

39

6
３
学
期

仲間とともに，表情豊かに合唱しよ
う
【知識及び技能】
曲想と音楽の構造や背景などとの関
わり及び音楽の多様性について理解
すること。創意工夫を生かした音楽
表現をするために必要な技能を身に
付け，歌唱で表すこと。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素や要素同
士の関連を知覚し，それらの働きが
生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら，知覚したことと感受したことと
の関わりについて考え，曲にふさわ
しい音楽表現としてどのように表す
かについて思いや意図をもったり，
音楽を評価しながらよさや美しさを
味わって聴いたりすること。
【学びに向かう力、人間性等】
音や音楽，音楽文化に親しむことが
できるよう，音楽活動を楽しみなが
ら主体的・協働的に表現及び鑑賞の
学習活動に取り組むこと。 曲想と
⾳楽の構造や歌詞の内容との関わり
について理解すること。

・指導事項；歌唱
・教材；歌い継ごう　日本の歌／
心通う合唱
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解している。
・声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりにつ
いて理解している。
・創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声，言葉の発音，身
体の使い方などの技能を身に付けている。
・創意工夫を生かし，全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者
と合わせて歌う技能を身に付けている。
・音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し，それらの働
きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受した
こととの関わりについて考え，歌唱表現を創意工夫している。
・音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組
もうとしている

○



年間授業計画

中等教育学校 令和5年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｄ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

絵
・
彫

デ
ザ
イ
ン

工
芸

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜び
を味わい，美術を愛好する心情を深め，心豊か
な生活を創造していく態度を養う

配
当
時
数

評価規準 知

美術

【 知　識　及　び　技　能 】

美術 中学美術3 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解
するとともに，意図に応じて自分の表現方法を
追求し，創造的に表すことができるようにする

自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美
しさ，表現の意図と創造的な工夫，機能性と洗
練された美しさとの調和，美術の働きなどにつ
いて独創的・総合的に考え，主題を生み出し豊
かに発想し構想を練ったり，美術や美術文化に
対する見方や感じ方を深めたりすることができ
るようにする。

開隆堂出版　美術１２・３

美術
表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，生活
や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成する
ことを目指す

対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，表現方法を
創意工夫し，創造的に表すことができるようにする

造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫，美術の働きなどについて考え，
主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり，美術や美術文化に対する見方
や感じ方を深めたりすることができるようにする

美術の創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を育み，感性を豊か
にし，心豊かな生活を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

１
学
期

１．「造形的な視点から見る美術
史」
Ｂ鑑賞(１)イ(イ)
[共通事項]

日本美術史・西洋美術史の大まか
な流れを、それぞれの時代の地域
や文化の造形的な特徴について学
ぶ。

教科書・表現と鑑賞
タブレット

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

〇

３．「街中で輝く『アート』を描こ
う」
A表現(１)ア(ア)
(２)ア(ア)(イ)
〔共通事項〕
《描く活動》

黄金比や白銀比などの美しく感じ
る比率についてや透視図法や様々
な遠近法を学ぶことで，美しく均
衡の取れた空間を描く技術を学
び、
それらを使って、自分の思い描く
「理想の街」を水彩画で描く

教科書・表現と鑑賞
画用紙・アクリル絵の具・筆・パ
レット・コンパス・定規
など

〇

２．「環境と調和する造形」
B鑑賞(１)イ(ア)
[共通事項]

自然や都市の中に設置された美術
作品を鑑賞し、安らぎや自然との
共生などの視点から生活や社会を
美しく豊かにする美術の働きにつ
いて考える。

教科書・表現と鑑賞
タブレット

（１）「知識及び技能」
（知）形や色彩，材料などの性質や，それら
が感情にもたらす効果などを理解する。
（知）造形的な特徴などを基に，全体のイ
メージや作風などで捉えることを理解する。
（２）「思考力、判断力、表現力」
（鑑）身近な環境の中に見られる造形的な美
しさなどを感じ取り，安らぎや自然との共生
などの視点から生活や社会を美しく豊かにす
る美術の働きについて考えるなどして，見方
や感じ方を深める。
（３）「学びに向かう力、人間性など」
（態鑑）安らぎや自然との共生などの視点か
ら生活や社会を美しく豊かにする美術の働き
について考える鑑賞の学習活動に取り組む。

〇 1

（１）「知識及び技能」
（知）造形的な特徴などを基に，全体のイ
メージや作風などで捉えることを理解する。
（２）「思考力、判断力、表現力」
（鑑）日本美術の表現の特質から，伝統や文
化のよさや美しさを感じ取り愛情を深め，諸
外国の美術や文化との相違点や共通点に気付
き，見方や感じ方を深める。
（３）「学びに向かう力、人間性等」
（態鑑）美術の創造活動の喜びを味わい，主
体的に造形的なよさや美しさを感じ取り，作
者の心情や表現の意図と創造的な工夫などに
ついて考える鑑賞の学習活動に取り組む。

○ ○ ○

9

〇 〇

（１）「知識及び技能」
（知）形や色彩，光などの性質や，それらが
感情にもたらす効果などを理解する。
（技）絵具や遠近法の生かし方などを身に付
け，意図に応じて工夫して表す。
（技）材料や用具の特性などから制作の順序
などを考えながら，見通しをもって表す。
（２）「思考力、判断力、表現力」
（発）対象や事象を深く見つめ感じ取ったこ
とや考えたことなどを基に主題を生み出し，
単純化や省略，強調，材料の組合せなどを考
え，創造的な構成を工夫し，心豊かに表現す
る構想を練る。
（３）「学びに向かう力、人間性など」
（態表）美術の創造活動の喜びを味わい，主
体的に意図に応じて工夫して表す表現の学習
に取り組む。

〇 〇〇

2



〇

〇 〇

〇

20

（１）「知識及び技能」
（知）形や色彩，光などの性質が自分の表し
たい表現に効果的に利用できることを理解
し、制作するものにふさわしい形や色を選択
できるようにする。
（技）材料や光の性質意図に応じて自分の表
現方法を追求して創造的に表すことができる
ようになる。表すことができるようになる。
また、制作の順序などを考えながら，見通し
をもって表すことができるようになる。
（２）「「思考力，判断力，表現力等」
（発）使う目的や条件などを基に，使用する
ものの立場，機知やユーモアなどから主題を
生み出し，使いやすさや美しさなどの調和を
考え，表現の構想を練ることができるように
なることで，心豊かな表現をする力を養う。

〇

（１）「知識及び技能」
（知）形や色彩，光などの性質や，それらが
感情にもたらす効果などを理解する。
（技）粘土や陶芸用具の生かし方などを身に
付け，意図に応じて工夫して表す。
（技）粘土や用具の特性などから制作の順序
などを考えながら，見通しをもって表す。
（２）「思考力、判断力、表現力」
（発）使う目的や条件などを基に，使用する
者の立場，機知やユーモアなどから主題を生
み出し，使いやすさや機能と美しさなどとの
調和を総合的に考え，表現の構想を練る。
（３）「学びに向かう力、人間性など」
（態表）美術の創造活動の喜びを味わい，主
体的に意図に応じて工夫して表す表現の学習
に取り組む。

〇 〇 〇

2

合
計

35

〇 〇

〇

（１）「知識及び技能」
（知）形や色彩，光などの性質や，それらが
感情にもたらす効果などを理解する。
（知）造形的な特徴などを基に，全体のイ
メージや作風などで捉えることを理解する。
（２）「思考力、判断力、表現力」
（鑑）目的や機能との調和のとれた洗練され
た美しさなどを感じ取り，作者の心情や表現
の意図と創造的な工夫などについて考えるな
どして，美意識を高め，見方や感じ方を深め
る。
（３）「学びに向かう力、人間性など」
（態鑑）目的や機能との調和のとれた洗練さ
れた美しさなどを感じ取り，作者の心情や表
現の意図と創造的な工夫などについて考える
鑑賞の学習活動に取り組む。

〇 〇 〇 1

７．３年間を振り返ろう

２
学
期

４．「立体デザインから感じる機能
美」
Ｂ鑑賞(１)ア(イ)
［共通事項］

立体のデザイン（製品）から、機
能と美しさの調和を感じとる。

教科書・表現と鑑賞
タブレット

〇

５．「機能美を感じる豆食器を作ろ
う」
Ａ表現(１)ア(２)
(２)ア(ア)(イ)
[共通事項]

機能と美しさが調和した「豆食
器」をデザインし、陶芸の作品に
する。

教科書・表現と鑑賞
タブレット
陶土
粘土板
たたら板、のべ棒
細工かんな

教科書・表現と鑑賞

３
学
期

６．「光と影の美しさを追求しよ
う」
A表現（１）イ（ウ）
（２）ア（ア）（イ）
B鑑賞（１）イ（ア）
〔共通事項〕
つくる活動

紙の性質と光を利用し、実際の造
形物の形状とそれに光を当てた溶
きできる影の形の違う驚きがあ
り、さらに美しいと感じるライト
の制作を行う。

教科書・表現と鑑賞
タブレット・ケント紙
カッター・のり・ハサミ
LEDライト・など

〇

〇



教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

配当
時数

A 球技「ゴール型」サッカー
【知識及び技能】
安定したボール操作と空間を作り出す
などの動きによってゴール前への侵入
などから攻防をすることができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発見
し、合理的な解決に向けて運動の取り
組み方を工夫するとともに、自己や仲
間の考えたことを他者に伝えることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に取り組むとともにフェアなプ
レイを大切にしようとすること、作戦
などについての話合いに貢献しようと
すること、一人一人の違いに応じたプ
レイなどのを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い教え合おうとする
ことなどや、健康・安全を確保するこ
とができるようにする。

・基礎練習（インサイドキック、
インステップキック、インフロン
トキック、アウトサイドキック、
ドリブル）
・２対１
・３対２
・試合
・学習カードの活用
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①各型の各種目において用いられる技術や戦
術、作戦には名称があり、それらを身に付け
るためのポイントがあることを理解してい
る。
②仲間と連携してゴール前の空間を使った
り、空間を作り出したりして攻防を展開でき
る。
【思考・判断・表現】
選択した運動について、合理的な動きと自己
や仲間の動きを比較して、成果や改善すべき
ポイントとその理由を仲間に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
①球技の学習に自主的に取り組んでいる。
②一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認め
ようとしている。
③健康・安全を確保している。

○ ○ ○ 13

B 球技「ゴール型」バスケットボール
【知識及び技能】
安定したボール操作と空間を作り出す
などの動きによってゴール前への侵入
などから攻防をすることができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発見
し、合理的な解決に向けて運動の取り
組み方を工夫するとともに、自己や仲
間の考えたことを他者に伝えることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に取り組むとともにフェアなプ
レイを大切にしようとすること、作戦
などについての話合いに貢献しようと
すること、一人一人の違いに応じたプ
レイなどのを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い教え合おうとする
ことなどや、健康・安全を確保するこ
とができるようにする。

東京都立小石川中等教育学校 年間授業計画

保健体育 保健体育 3

「保健体育」大修館

保健体育

運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや喜び
を味わい、生涯にわたって運動を豊かに実践するこ
とができるようにするため、運動、体力の必要性に
ついて理解するとともに、基本的な技能を身に付け
るようにする。
個人生活における健康・安全について理解するとと
もに、基本的な技能を身に付けるようにする。

運動についての自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて思考し判断するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養
う。
健康についての自他の課題を発見し、よりよい
解決に向けて思考し判断するとともに、他者に
伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公正
に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果
たす、参画する、一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに、健康・
安全を確保して、生涯にわたって運動に親しむ
態度を養う。
生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し、
明るく豊かな生活を営む態度を養う。

１
学
期

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全について理解するとともに、
基本的な技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他の課題を発見し、合理的な解決に向けて思考し判断するとともに、
他者に伝える力を養う。

生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、
明るく豊かな生活を営む態度を養う。

保健体育
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・基礎練習（ハンドリング、パ
ス、ドリブル、ピボット、キャッ
チ、シュート、ドリブルシュー
ト）
・１対１
・２対１
・３対２
・試合
・学習カードの活用
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①各型の各種目において用いられる技術や戦
術、作戦には名称があり、それらを身に付け
るためのポイントがあることを理解してい
る。
②仲間と連携してゴール前の空間を使った
り、空間を作り出したりして攻防を展開でき
る。
【思考・判断・表現】
選択した運動について、合理的な動きと自己
や仲間の動きを比較して、成果や改善すべき
ポイントとその理由を仲間に伝えている
【主体的に学習に取り組む態度】
①球技の学習に自主的に取り組んでいる。
②一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認め
ようとしている。
③健康・安全を確保している。

○ ○ ○ 13



○ 17

E 球技「ベースボール型」ソフトボー
ル
【知識及び技能】
安定したバット操作と走塁での攻撃、
ボール操作と連携した守備などによっ
て攻防をすることができるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発見
し、合理的な解決に向けて運動の取り
組み方を工夫するとともに、自己や仲
間の考えたことを他者に伝えることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に取り組むとともにフェアなプ
レイを大切にしようとすること、作戦
などについての話合いに貢献しようと
すること、一人一人の違いに応じたプ
レイなどのを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い教え合おうとする
ことなどや、健康・安全を確保するこ
とができるようにする。

・キャッチボール
・Ｔバッティング
・フリーバッティング
・ノック
・試合
・学習カードの活用
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①各型の各種目において用いられる技術や戦
術、作戦には名称があり、それらを身に付け
るためのポイントがあることを理解してい
る。
②易しい投球に対する安定したバット操作に
より出塁・進塁・得点する攻撃と連携した守
備のバランスのとれた攻防を展開できる。
【思考・判断・表現】
選択した運動について、合理的な動きと自己
や仲間の動きを比較して、成果や改善すべき
ポイントとその理由を仲間に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
①球技の学習に自主的に取り組んでいる。
②一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認め
ようとしている。
③健康・安全を確保している。

○ ○ ○

〇 〇

○ ○

1
定期考査

9

D 保健
【知識・技能】
感染症は、病原体が主な要因となって
発生すること。また、感染症の多く
は、発生源をなくすこと、感染経路を
遮断すること、主体の抵抗力を高める
ことによって予防できるようにする。
健康の保持増進や疾病の予防のために
は、個人や社会の取組が重要であり、
保健・医療機関を有効に利用すること
が必要であること。また、医薬品は、
正しく使用することができるようにす
る。
【思考・判断・表現】
健康な生活と疾病の予防に関わる事象
や情報から課題を発見し、疾病等のリ
スクを軽減したり、生活の質を高めた
りすることなどと関連付けて解決方法
を考え、適切な方法を選択し、それら
を伝え合うことができるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
健康な生活と疾病の予防についての学
習に自主的に取り組もうとしている。

・感染症の原因・予防について
・エイズ及び性感染症について
・住民の健康診断や健康相談など
を適宜取り上げ、健康増進や疾病
予防についての地域の保健活動に
ついて
・医薬品の有効利用について

【知識・技能】
①病原体には、細菌やウイルスなどの微生物
があり、身体に侵入することによって感染症
を発生させること、その発生には温度、湿度
などの自然環境、住居、人口密度、交通など
の社会環境、また、主体の抵抗力や栄養状態
などの条件が相互に複雑に関係していること
を理解している。また、感染症の予防には、
発生源をなくすこと（消毒・殺菌）、感染経
路を遮断すること、身体の抵抗力を高めるこ
と（栄養の接種や予防接種）が有効であるこ
とを理解している。
②感染症にかかった場合、疾病からの回復と
ともに、周囲に感染を広げないことが大切
で、そのためにできるだけ早く適切な治療を
受けることが重要であることを理解してい
る。
③個人の健康を守る社会の取り組み（保健医
療制度など）について理解している。
④医薬品についての正しい知識を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
①感染症の予防や健康を守る社会の取組につ
いて、習得した知識を自他の生活に適用した
り、応用したりして、疾病等にかかるリスク
を軽減し健康を保持増進する方法を選択して
いる。
②健康な生活と疾病の予防について、課題の
解決方法とそれを選択した理由などを、他者
と話し合ったり、ノートなどに記述したりし
て、筋道を立てて伝え合っている。
③医薬品の利用について、自他の現状を振り
返り、改善が必要であるかどうか具体的に検
討し、改善策を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
健康な生活と疾病予防について、課題の解決
に向けた学習に自主的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

C 水泳
【知識及び技能】
3学年では特に背泳ぎについて記録の向
上や競争の楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、運
動観察の方法などを理解するととも
に、効率的に泳ぐことができるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発見
し、合理的な解決に向けて運動の取り
組み方を工夫するとともに、自己の考
えたことを他者に伝えることができる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に取り組むとともに、ルールや
マナーを大切にしようとすること、一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を大
切にしようとすることなどや、水泳の
事故防止に関する心得を遵守するなど
健康・安全を確保することができるよ
うにする。

・手の動きの練習（呼吸も含む）
・足の動きの練習（呼吸も含む）
・プルとキックのタイミングを合
わせた練習（呼吸も含む）
・スタート練習
・ターン練習
・学習カードの活用
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①各種目で用いられる技術の名称があり、そ
れぞれの技術には、効率的に泳ぐためのポイ
ントがあることを理解している。
②背泳ぎでは、手と足の動き、呼吸のバラン
スを保ち、安定したペースで泳ぐことができ
る。
【思考・判断・表現】
自己や仲間の技術的な課題やその課題解決に
有効な練習方法の選択について、自己の考え
を伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
①水泳の学習に自主的に取り組んでいる。
②一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認め
ようとしている。
③健康・安全を確保している。
④水の事故防止の心得を遵守するなど健康・
安全を確保している。

１
学
期

２
学
期



1

〇 〇 17

・基礎練習（オーバーハンドパ
ス、アンダーハンドパス）
・スパイク練習
・サーブ練習
・ミニゲーム
・試合
・学習カードの活用
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①各型の各種目において用いられる技術や戦
術、作戦には名称があり、それらを身に付け
るためのポイントがあることを理解してい
る。
②ポジションの役割に応じたボールや用具の
操作によって、仲間と連携した「拾う、つな
ぐ、打つ」などの一連の流れで攻撃を組み立
てたりして、相手側のコートの空いた場所を
めぐる攻防を展開できる。
【思考・判断・表現】
選択した運動について、合理的な動きと自己
や仲間の動きを比較して、成果や改善すべき
ポイントとその理由を仲間に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
①球技の学習に自主的に取り組んでいる。
②一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認め
ようとしている。
③健康・安全を確保している。

〇

G 体育理論
【知識・技能】
スポーツは文化的な生活を営みよりよ
く生きていくために重要であることを
理解できるようにする。
オリンピックやパラリンピック及び国
際的なスポーツなどは、国際親善や世
界平和に大きな役割を果たしているこ
とを理解できるようにする。
スポーツは、民族や国、人種や性、生
涯の違いなどを超えて人々を結び付け
ていることを理解できるようにする。
【思考・判断・表現】
文化としてのスポーツの意義について
自己の課題を発見し、よりよい解決に
向けて思考し判断するとともに、他者
に伝えることができるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
文化としてのスポーツの意義について
の学習に自主的に取り組むことができ
るようにする。

・国内外には、スポーツの文化的
意義を具体的に示した憲章やス
ポーツの振興に関する計画などが
あることについて
・メディアの発達によって、ス
ポーツの魅力が世界中に広がり、
オリンピック・パラリンピック競
技大会や国際的なスポーツ大会の
国際親善や世界平和などに果たす
役割が一層大きくなっていること
について
・年齢や性、障害などの違いを超
えて交流するスポーツ大会が行わ
れるようになっていることなどに
ついて
・学習カードの活用

【知識・技能】
①現代生活におけるスポーツは、生きがいの
ある豊かな人生を送るために必要な健やかな
心身、豊かな交流や伸びやかな自己開発の機
会を提供する重要な文化的意義をもっている
ことを理解している。
②オリンピック・パラリンピック競技大会や
国際的なスポーツ大会などは、世界中の人々
にスポーツのもつ教育的な意義や倫理的な価
値を伝えたり、人々の相互理解を深めたりす
ることで、国際親善や世界平和に大きな役割
を果たしていることを理解している。
③スポーツには民族や国、人種や性、障害の
有無、年齢や地域、風土といった違いを超え
て人々を結び付ける文化的な働きがあること
を理解している。
【思考・判断・表現】
現代生活におけるスポーツの文化的意義、国
際的なスポーツ大会などが果たす文化的な役
割、人々を結び付けるスポーツの文化的な働
きについて、習得した知識を活用して、運動
やスポーツとの多様な関わり方や楽しみ方に
ついての自己の課題を発見し、よりよい解決
に向けて、思考し判断するとともに、自己の
意見を言語や記述を通して他者に伝えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
文化としてのスポーツの意義を理解すること
や、意見交換や学習ノートの記述などの、思
考し判断するとともにそれらを表現する活動
及び学習を振り返る活動などに自主的に取り
組んでいる。

〇 〇 〇 4

定期考査
〇 〇

F  球技「ネット型」バレーボール
【知識及び技能】
役割に応じたボール操作や安定した用
具の操作と連携した動きによって空い
た場所をめぐる攻防をすることができ
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発見
し、合理的な解決に向けて運動の取り
組み方を工夫するとともに、自己や仲
間の考えたことを他者に伝えることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に取り組むとともにフェアなプ
レイを大切にしようとすること、作戦
などについての話合いに貢献しようと
すること、一人一人の違いに応じたプ
レイなどのを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い教え合おうとする
ことなどや、健康・安全を確保するこ
とができるようにする。

２
学
期

H 体つくり運動
【知識及び技能】
体ほぐしの運動では、手軽な運動を行
い、心と体は互いに影響し変化するこ
とや心身の状態に気付き、仲間と自主
的に関わり合うことができるようにす
る。
実生活に生かす運動の計画では、ねら
いに応じて、健康の保持増進や調和の
とれた体力の向上を図るための運動の
計画を立て取り組むことができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や仲間の課題を発見し、合理的な
解決に向けて運動の取り組み方を
工夫するとともに、自己や仲間の考え
たことを他者に伝えることができるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に取り組むとともに、互いに助
け合い教え合おうとすること、一人一
人の違いに応じた動きなどを大切にし
ようとすること、話合いに貢献しよう
とすることなどや、健康・安全を確保
することができるようにする。

・補強運動（腕立て腹筋、背筋）
・ももあげ、けりあげ、かかえこ
みジャンプ
・種目に合わせたストレッチ・ト
レーニング　等

【知識・技能】
①定期的・計画的に運動を継続することは、
心身の健康、健康や体力の保持増進につなが
る意義があることを理解している。
② 運動を安全に行うには、関節への負荷が
かかりすぎないようにすることや軽い運動か
ら始めるなど、徐々に筋肉を温めてから行う
ことを理解している。
【思考・判断・表現】
課題を解決するために仲間と話し合う場面
で、合意形成するための関わり方を見付け、
仲間に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
①体つくり運動の学習に自主的に取り組んで
いる。
②一人一人に応じた動きなどの違いを大切に
しようとしている。
③健康・安全を確保している。

〇 〇 〇 6



合計

115

【知識・技能】
①身体には、環境の変化に対応した調節機能
があり、一定の範囲内で環境の変化に適応す
る能力があるが、適応の限界を超えると健康
に重大な影響が見られることから、気象情報
の適切な利用が有効であることについて、理
解している。
②温度・湿度・明るさなどには、人間が活動
しやすい至適範囲があり、その至適範囲は
様々な条件で変化することについて、理解し
ている。
③水は、人間の生命の維持や健康と密接な関
わりがあるため、飲料水の水質については一
定の基準が設けられており、水道施設を設け
て衛生的に検査し、管理されていることにつ
いて、理解している。
④室内の二酸化炭素は、人体の呼吸作用や物
質の燃焼により増加するため、室内の空気が
汚れてきているという指標となり、定期的な
換気が有効であること、空気中の一酸化炭素
は、主に物質の不完全燃焼によって発生し、
吸入すると一酸化炭素中毒を容易に起こし、
人体に有害であることについて、理解してい
る。
⑤人間の生活に伴って生じたし尿やごみなど
の廃棄物はその種類に即して自然環境を汚染
しないように衛生的に処理されなければなら
ないことについて、理解している。
【思考・判断・表現】
①健康と環境に関わる原則や概念を基に、収
集した情報を整理したり、習得した知識を個
人生活と関連付けたりして、自他の課題を発
見し、課題解決に取り組み、健康を保持増進
する方法を選択している。
②健康と環境について、習得した知識を自他
の生活に適用したり、課題解決に役立てたり
して、疾病等にかかるリスクを軽減し、健康
を保持増進する方法を選択し、他者と話し
合ったり、ワークシートなどに記述したりし
て、筋道を立てて伝え合っている。
【主体的に学習に取り組む態度】
健康と環境について、課題の解決に向けた学
習に自主的に取り組もうとしている。

1

・基本スロー（バックハンドス
ロー・サイドアームスロー）
・対人技能（三角パス、ワンツー
パス）
・シュート（ロング、ショート）
・３対３
・試合
・学習カードの活用
・一人１台端末の活用　等

K  保健
【知識及び技能】
身体には、環境に対してある程度まで
適応能力があること。身体の適応能力
を超えた環境は、健康に影響を及ぼす
ことがあること。また、快適で能率の
よい生活を送るための温度、湿度や明
るさには一定の範囲があることを理解
している。
飲料水や空気は、健康と密接な関わり
があること。また、飲料水や空気を衛
生的に保つには、基準に適合するよう
管理する必要があることを理解してい
る。
人間の生活によって生じた廃棄物は、
環境の保全に十分配慮し、環境を汚染
しないように衛生的に処理する必要が
あることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
健康と環境に関する情報から課題を発
見し、その解決に向けて思考し判断し
ているとともに、それらを表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
健康と環境についての学習に自主的に
取り組もうとしている。

・屋内外での熱中症や山や海での
遭難などによる低体温症などにつ
いて
・飲料水の水質については一定の
基準が設けられており、水道施設
を設けて衛生的な水を確保してい
ることについて
・ごみの減量や分別などの個人の
取組が、自然環境の汚染を防ぎ、
廃棄物の衛生的管理につながるこ
とについて
・学習カードの活用
・一人１台端末の活用　等

定期考査
〇 〇

【知識・技能】
①各型の各種目において用いられる技術や戦
術、作戦には名称があり、それらを身に付け
るためのポイントがあることを理解してい
る。
②仲間と連携してゴール前の空間を使った
り、空間を作り出したりして攻防を展開でき
る。
【思考・判断・表現】
選択した運動について、合理的な動きと自己
や仲間の動きを比較して、成果や改善すべき
ポイントとその理由を仲間に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
①球技の学習に自主的に取り組んでいる。
②一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認め
ようとしている。
③健康・安全を確保している。

３
学
期

○ ○ ○ 10

〇 〇 〇 7

〇 10

I  陸上競技
【知識及び技能】
長距離走では自己に適したペースを維
持して走ることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
動きなどの自己や仲間の課題を発見
し、合理的な解決に向けての運動の取
り組み方を工夫するとともに、自己の
考えたことを他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に取り組むとともに、勝敗など
を冷静に受け止め、ルールやマナーを
大切にしようとすること、自己の責任
を果たそうとすること、一人一人の違
いに応じた課題や挑戦を大切にしよう
とすることなどや、健康・安全を確保
することができるようにする。

・１２分間走
・男子：１５００ｍ走
・女子：１０００ｍ走
・学習カードの活用
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①自己の動きや仲間の動き方を分析するに
は、自己観察や他者観察などの方法があるこ
とを理解している。
②技術と関連させた運動や練習を繰り返した
り、継続して行ったりすることで、結果とし
て体力を高めることができる。
【思考・判断・表現】
自己や仲間の技術的なその課題解決に有効な
練習方法の選択について、自己の考えを伝え
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
①陸上競技の学習に自主的に取り組んでい
る。
②一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認め
ようとしている。
③健康・安全を確保している。

〇 〇

J  球技「ゴール型」アルティメット
【知識及び技能】
安定したディスク操作と空間を作り出
すなどの動きによってゴールへの侵入
などから攻防をすることができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発見
し、合理的な解決に向けて運動の取り
組み方を工夫するとともに、自己や仲
間の考えたことを他者に伝えることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に取り組むとともにフェアなプ
レイを大切にしようとすること、作戦
などについての話合いに貢献しようと
すること、一人一人の違いに応じたプ
レイなどのを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い教え合おうとする
ことなどや、健康・安全を確保するこ
とができるようにする。



教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

期末考査

【知識・技能】
　単元の知識を活かして活用できるか
【思考・判断・表現】
　単元の内容の重要性を自らで思考・判断・表
現できるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　単元の内容を積極的に議論し日常に活かす学
習に向かう態度が高まっているか

３
学
期

○ ○ ○

学年末考査
○ ○ ○

○

・情報通信ネットワークのしくみと機器につ
いて知らせる
・ＬＡＮ、ＷＡＮ、ルータ、ハブなどの説明
・インターネットの仕組みを理解させ、なぜ
ＩＰアドレスが必要か考えさせる
・情報をやり取りするには一定の手順を決め
ておく必要があることを学ばせる

・情報通信ネットワーク
・ＬＡＮのしくみ
・インターネットのしくみ
・通信プロトコル

【知識・技能】
　単元の知識を活かして活用できるか
【思考・判断・表現】
　単元の内容の重要性を自らで思考・判断・表
現できるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　単元の内容を積極的に議論し実習に生かすな
どの態度が高まっているか

○ ○ ○

・電気製品を作成しながら抵抗・コンデン
サ・トランジスタの働きを回路計等で確か
める
・情報のデジタル化について知り情報を安
全に利用することを学ばせる
・情報のデジタル化の方法・情報量の単
位・ビット・バイトを理解させる

・トランジスタの原理
・コンデンサ抵抗の働き
・電磁波の種類
・ネットワークを支える技術
・情報のデジタル化

【知識・技能】
　単元の知識を活かして活用できるか
【思考・判断・表現】
　単元の内容の重要性を自らで思考・判断・表
現できるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　単元の内容を積極的に議論し日常に活かす学
習に向かう態度が高まっているか

○ ○ ○ 3

・入力機能、出力機能、演算機能、記憶機
能、制御機能の各機能の働きを理解させる
・マザーボード、ハードディスク、ＣＰＵメ
モリー等の実物を見せながら理解を深めさせ
る
・基本ソフトウェア（ＯＳ）と応用ソフト
ウェアの違いについて調べさせその必要性を
考えさせる
・プログラム学習をおこなう

・コンピュータの基本
・コンピュータのしくみ
・ハードウェアとソフトウェア
・ＯＳの種類
・プログラムで電気製品を制御する

【知識・技能】
　単元の知識を活かして活用できるか
【思考・判断・表現】
　単元の内容の重要性を自らで思考・判断・表
現できるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　単元の内容を積極的に議論し日常に活かす学
習に向かう態度が高まっているか

○ ○

２
学
期

・身のまわりの機器で、どのようなエネル
ギーを利用して動作するのかの製作を通し
て学習する
・電気エネルギーから光エネルギーへの変
換を学ぶ

・電気エネルギーの変換と利用方法
・電気エネルギーから光エネルギーの変
換

【知識・技能】
　単元の知識を活かして活用できるか
【思考・判断・表現】
　単元の内容の重要性を自らで思考・判断・表
現できるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　単元の内容を積極的に議論し実習に生かすな
どの態度が高まっているか

○ ○

・栽培に必要な環境

・間引きと追肥

・病害虫防除

【知識・技能】
　単元の知識を活かして活用できるか
【思考・判断・表現】
　単元の内容の重要性を自らで思考・判断・表
現できるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　単元の内容を積極的に議論し日常に活かす学
習に向かう態度が高まっているか

○ ○

期末考査

・気象、土壌、生物的要素についての理解
を深める
・光合成のしくみについて知らせる
・肥料の三要素とその成分の役割について
調べさせる
・自分の栽培している作物の最適な手入れ
方法を考えさせる

・生物育成の技術・知識

・光合成のしくみ

・肥料の種類

【知識・技能】
　単元の知識を活かして活用できるか
【思考・判断・表現】
　単元の内容の重要性を自らで思考・判断・表
現できるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　単元の内容を積極的に議論し実習に生かすな
どの態度が高まっているか

○ ○ ○ 2

○ 3

○ ○

合計

19.5

○ 0.5

0.5

2

0.5

3

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

以下の活動を通して、基本的な知識・理解
を豊かにし、日常を豊かにするための思考
力・判断力及び主体的に日常に活用する態
度を育成する：
・作物の栽培の仕方を学ばせる
・栽培に必要なものとして栽培容器、水や
り、日当たり、風通しについて知らせる
・人口の増加と食料生産の関わりを知り食
料不足や飢餓の現状について考えさせる
・作物の生育の仕方を知り生育の規則性と
作業の適期について調べさせる
・作物を栽培させて苗を育てるための技術
を知り作物に適した手入れを工夫させる
・栽培計画表をまとめさせる

配当
時数

・栽培に必要な水・温度・空気について重
要性を考えさせる
・間引きの要領と意味を考察する
・肥料の必要性と追肥の役割を理解させる
・病害虫予防にはどのようなものがあるか
調べさせる

○ 2

○ ○ ○ 2

・作物の生育の仕方を知り生育の規則性
と作業の適期について調べさせる

・作物を栽培させて苗を育てるための技
術を知り作物に適した手入れを工夫させ
る

・栽培計画表をまとめさせる

１
学
期

・生物育成に関する技術

・栽培に必要な条件

【知識・技能】
　単元の知識を活かして活用できるか
【思考・判断・表現】
　単元の内容の重要性を自らで思考・判断・表
現できるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　単元の内容を積極的に議論し日常に活かす学
習に向かう態度が高まっているか

○

東京都立小石川中等教育学校 年間授業計画

生活と技術についての基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。

よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向け
て，適切かつ誠実に技術を工夫し創造しようとする
実践的な態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

技術科 技術 0.5

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生活や社会で利用されている材料，加工，生物育
成，エネルギー変換及び情報の技術についての基礎
的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に
付け，技術と生活や社会，環境との関わりについて
理解を深める。

生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして
課題を設定し，解決策を構想し，製作図等に表現
し，試作等を通じて具体化し，実践を評価・改善す
るなど，課題を解決する力を養う。

技術・家庭　技術分野（東京図書）

技術科

生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，表現するなど，課題を解決する力を養う。

よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。

技術

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ 1



教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

東京都立小石川中等教育学校 年間授業計画

生活と技術についての基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。

自分と家族，家庭生活と地域との関わりを考え，家
族や地域の人々と協働し，よりよい生活の実現に向
けて，生活を工夫し創造しようとする実践的な態度
を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

家庭科 家庭 0.5

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

家族・家庭の機能について理解を深め，家族・家
庭，衣食住，消費や環境などについて，生活の自立
に必要な基礎的な理解を図るとともに，それらに係
る技能を身に付けるようにする。

家族・家庭や地域における生活の中から問題を見い
だして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを論理的に表現するな
ど，これからの生活を展望して課題を解決する力を
養う。

技術・家庭　家庭分野（開隆堂）

家庭科

生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，表現するなど，課題を解決する力を養う。

よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１
学
期

この編の学習の目標と学習内容を知
る

編の導入 【知識・技能】
　単元の知識を活かして活用できるか
【思考・判断・表現】
　単元の内容の重要性を自らで思考・判断・表
現できるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　単元の内容を積極的に議論し日常に活かす学
習に向かう態度が高まっているか

○ ○ ○ 1

・家庭や家族の基本的な機能につい
て考える
・家庭や家族の大切さについて考え
る

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

自分と家族との生活を振り返り、中
学生としての自立について考える

○ 2

○ ○ ○ 2

合計

19.5

○ 0.5

0.5

2

0.5

3

【知識・技能】
　単元の知識を活かして活用できるか
【思考・判断・表現】
　単元の内容の重要性を自らで思考・判断・表
現できるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　単元の内容を積極的に議論し日常に活かす学
習に向かう態度が高まっているか

○ ○ ○ 2

○ 3

○ ○

○ ○

【知識・技能】
　単元の知識を活かして活用できるか
【思考・判断・表現】
　単元の内容の重要性を自らで思考・判断・表
現できるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　単元の内容を積極的に議論し実習に生かすな
どの態度が高まっているか

○ ○ ○ 3

・日本の食文化について理解を深め、さまざま
な視点から現代の食生活の課題を見つけるとと
もに解決策を考えることができる。
･社会と食生活との関係性を理解するととも
に、自分の選択が社会へどう影響を及ぼすのか
に気づく。
・目的に沿った会食の計画を立て、実践するこ
とができる。
調理実習　一人調理テスト

わたしたちのより豊かな食生活
１．食文化
２．よりよい食生活をめざして

【知識・技能】
　単元の知識を活かして活用できるか
【思考・判断・表現】
　単元の内容の重要性を自らで思考・判断・表
現できるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　単元の内容を積極的に議論し日常に活かす学
習に向かう態度が高まっているか

○ ○

２
学
期

・自分の幼いころを思い出し、育てられている
時代に育つことを学ぶ。
・幼児の心身の発達の特徴を知り、発達の大切
さを考える。
・幼児にとっての遊びの意義を理解し、幼児に
役立つおもちゃを製作する。
・幼児と触れ合う実習を通して、ともに育ちあ
うことの大切さやコミュニケーションのあり方
を学ぶ。

わたしたちの成長と家族･地域
１．幼いころを振り返ろう
２．幼児の心身の発達と生活を考えよう
３．幼児の生活と遊びを知ろう
実習　幼児と触れ合おう

【知識・技能】
　単元の知識を活かして活用できるか
【思考・判断・表現】
　単元の内容の重要性を自らで思考・判断・表
現できるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　単元の内容を積極的に議論し実習に生かすな
どの態度が高まっているか

○ ○

中学生としての自立を考えよう 【知識・技能】
　単元の知識を活かして活用できるか
【思考・判断・表現】
　単元の内容の重要性を自らで思考・判断・表
現できるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　単元の内容を積極的に議論し日常に活かす学
習に向かう態度が高まっているか

○ ○

期末考査

地域の活動などを調べ、自分や家族
がどのように関わっているか考える

家庭を支える社会について

家庭や家族の機能について考えよう

期末考査

【知識・技能】
　単元の知識を活かして活用できるか
【思考・判断・表現】
　単元の内容の重要性を自らで思考・判断・表
現できるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　単元の内容を積極的に議論し日常に活かす学
習に向かう態度が高まっているか

３
学
期

・自分の成長や生活が家族や身近な人々に支え
られてきたことに気づく。
･子どもが育つ環境としての家族の役割につい
て考える。
・子どもを取り巻く環境として、家庭以外の環
境を考える。
・家庭生活は地域の支援が合って成り立ってい
ることに気づき、地域の一員としての活動を知
る。

わたしたちの成長と家族･地域
４．子どもにとっての家族を考えよう
５．子どもを取り巻く環境を考えよう

○

学年末考査 ○ ○ ○

○

・自分や家族の食生活の問題点を改
善する工夫をする。

わたしたちのより豊かな食生活
２．よりよい食生活をめざして

【知識・技能】
　単元の知識を活かして活用できるか
【思考・判断・表現】
　単元の内容の重要性を自らで思考・判断・表
現できるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　単元の内容を積極的に議論し日常に活かす学
習に向かう態度が高まっているか

○ ○ ○



教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

東京都立小石川中等教育学校 年間授業計画
外国語 英語 5

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

【学びに向かう力、人間性等】

Lesson 2
【知識及び技能】
・推量、義務、意志を表す助動詞つ
いて理解し、正しく使う
・障がいを持つ書家の半生について
理解する
【思考力、判断力、表現力等】
・本文を読んで考えたことを述べる
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうと
する

・指導事項
4技能5領域がバランスよく育成さ
れる指導を行う
・教材
New Treasure English Series
Stage 3, New Horizon English
Course 3
・一人１台端末の活用

○ ○ ○

○

外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きな
どを理解するとともに，これらの知識を，聞くこ
と，読むこと，話すこと，書くことによる実際の
コミュニケーションにおいて活用できる技能を身
に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況な
どに応じて，日常的な話題や社会的な話題につ
いて，外国語で簡単な情報や考えなどを理解し
たり，これらを活用して表現したり伝え合った
りすることができる力を養う。

New Horizonb English Course 3（東京書籍）、New Treasure English Series Stage 3 Third Edition（Ｚ会）

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語
で簡単な情報や考えなどを理解したり，これらを活用して表現したり伝え合ったりすることができる力を養
う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的に
外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語

〇

中間考査

・指導事項
4技能5領域がバランスよく育成さ
れる指導を行う
・教材
New Treasure English Series
Stage 2, New Horizon English
Course 2
・一人１台端末の活用

Lesson 3
【知識及び技能】
・不定詞の発展的な用法について理
解し、正しく使う
・『ハーメルンの笛吹き男』を理解
する
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の好きな物語を取りあげ、ビ
ブリオバトルをする
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうと
する

○

態

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどを理解するとともに，これらの知識を，聞くこと，読む
こと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付けるようにす
る。

領域

Lesson 1
【知識及び技能】
・過去完了について理解し、正しく
使う
・青年海外協力隊の活動について理
解する
【思考力、判断力、表現力等】
・人道支援を行っている人物や団体
について紹介する
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうと
する

・指導事項
4技能5領域がバランスよく育成さ
れる指導を行う
・教材
New Treasure English Series
Stage 3, New Horizon English
Course 3
・一人１台端末の活用

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

〇

〇 〇

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き
手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体
的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうと
する態度を養う。

○

〇

○ ○

○ ○

評価規準

配
当
時
数

思

〇〇

7

7

8

2〇

【知識及び技能】
・推量、義務、意志を表す助動詞について
理解し、正しく使っている
・障がいを持つ書家の半生について理解し
ている
【思考力、判断力、表現力等】
・本文を読んで考えたことを論理的に説明
している
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうとする

【知識及び技能】
・不定詞の発展的な用法について理解し、
正しく使っている
・『ハーメルンの笛吹き男』について理解
している
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の好きな物語を取り上げ、プレゼン
テーションをしている
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうとする

○

○

〇

○

○

〇

【知識及び技能】
・過去完了を用いた文の意味を理解してい
る
・過去完了を用いた文の理解をもとに、話
したり（やりとり、発表）書いたりしてい
る
【思考力、判断力、表現力等】
・人道支援を行っている人物や団体につい
て紹介するためにプレゼンテーションを
行っている
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことに取り組もうとしている

〇

○

〇 〇

１
学
期

○



〇 〇 〇 〇 〇 2

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12

〇 〇 〇 〇 〇 2

11

Lesson 4
【知識及び技能】
・句動詞、使役動詞、知覚動詞を用
いた受動態について理解し、正しく
使う
・ソーシャルメディアのメリットと
デメリットについて理解する
【思考力、判断力、表現力等】
・ソーシャルメディアの是非につい
て自分の意見を述べる
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうと
する

Lesson 5
【知識及び技能】
・時、譲歩を表す接続詞について理
解し、正しく使う
・ワクチンの技術の歴史と発展にに
ついて理解する
【思考力、判断力、表現力等】
・医療従事者を１人取り上げ、調べ
学習をしたの後、ペアで情報を伝え
合う
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうと
する

・指導事項
4技能5領域がバランスよく育成さ
れる指導を行う
・教材
New Treasure English Series
Stage 3, New Horizon English
Course 3
・一人１台端末の活用

〇

・指導事項
4技能5領域がバランスよく育成さ
れる指導を行う
・教材
New Treasure English Series
Stage 3, New Horizon English
Course 3
・一人１台端末の活用

〇 〇 〇

中間考査

〇 〇

〇

〇 〇

〇

2

Lesson 5
【知識及び技能】
・時、譲歩を表す接続詞について理解し、
正しく使っている
・ワクチンの技術の歴史と発展について理
解している
【思考力、判断力、表現力等】
・医療従事者を１人取り上げ、調べ学習を
したの後、ペアで情報を伝え合っている
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうとしてい
る

〇

〇

【知識及び技能】
・句動詞、使役動詞、知覚動詞を用いた受
動態について理解し、正しく使っている
・ソーシャルメディアのメリットとデメ
リットについて理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・ソーシャルメディアの是非について自分
の意見を述べる
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうとしてい
る

〇 〇

11〇〇

〇

２
学
期

Lesson 8
【知識及び技能】
・名詞節を導くif, whetherについて
理解し、正しく使う
・ゲーム理論の１つ「囚人のジレン
マ」ついて理解する
【思考力、判断力、表現力等】
・社会の課題について賛成、否定の
立場を選び、自分の意見を論理的に
伝える
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうと
する

・指導事項
4技能5領域がバランスよく育成さ
れる指導を行う
・教材
New Treasure English Series
Stage 2, New Horizon English
Course 2
・一人１台端末の活用

Lesson 8
【知識及び技能】
・名詞節を導くif, whetherについて理解
し、正しく使っている
・ゲーム理論の１つ「囚人のジレンマ」に
ついて理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・社会の課題について賛成、否定の立場を
選び、自分の意見を論理的に伝えている
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうとする

中間考査

Lesson 6
【知識及び技能】
・関係代名詞what, whoseについて理解
し、正しく使っている
・ピカソの「ゲルニカ」を理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・見聞きした内容を描写し、印象に残った
ことをまとめ、発表する
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうとしてい
る

・指導事項
4技能5領域がバランスよく育成さ
れる指導を行う
・教材
New Treasure English Series
Stage 3, New Horizon English
Course 3
・一人１台端末の活用

Lesson 6
【知識及び技能】
・関係代名詞what, whoseについて理
解し、正しく使う
・ピカソの「ゲルニカ」について理
解する
【思考力、判断力、表現力等】
・見聞きした内容を描写し、印象に
残ったことをまとめ、発表する
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうと
する

Lesson 7
【知識及び技能】
・関係副詞について理解し、正しく
使う
・ブロークンランゲージについて理
解する
【思考力、判断力、表現力等】
・日本人の英語力に関する新聞記事
を読み、要約を書いたのち、発表す
る
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうと
する

・指導事項
4技能5領域がバランスよく育成さ
れる指導を行う
・教材
New Treasure English Series
Stage 3, New Horizon English
Course 3
・一人１台端末の活用

Lesson 7
【知識及び技能】
・関係副詞について理解し、正しく使って
いる
・ブロークンランゲージについて理解して
いる
【思考力、判断力、表現力等】
・日本人の英語力に関する新聞記事を読
み、要約を書いたのち、発表している
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうとする

〇 〇

〇

期末考査

１
学
期

〇



〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 13

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 13

〇 〇 〇 〇 〇 2

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21

〇 〇 〇 〇 〇 2

156

合
計

Lesson 9
【知識及び技能】
・分詞構文について理解し、正しく使って
いる
・日本とトルコの関係について理解してい
る
【思考力、判断力、表現力等】
・ALTとのインタビューで自分の意見を論
理的に伝えている
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうとしてい
る

２
学
期

・指導事項
4技能5領域がバランスよく育成さ
れる指導を行う
・教材
New Treasure English Series
Stage 3, New Horizon English
Course 3
・一人１台端末の活用

Lesson 9
【知識及び技能】
・分詞構文による修飾について理解
し、正しく使う
・日本とトルコの関係について理解
する
【思考力、判断力、表現力等】
・ALTとのインタビューで自分の意見
を論理的に伝える
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうと
する

３
学
期

Lesson 12
【知識及び技能】
・強調構文、倒置について理解し、
正しく使う
・『ベニスの商人』を読み、理解す
る
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の４年次の目標についてス
ピーチする
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうと
する

・指導事項
4技能5領域がバランスよく育成さ
れる指導を行う
・教材
New Treasure English Series
Stage 3, New Horizon English
Course 3
・一人１台端末の活用

Lesson 12
【知識及び技能】
・強調構文、倒置について理解し、正しく
使っている
・『ベニスの商人』について理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の４年次の目標について調べ、発表
している
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうとしてい
る

学年末考査

Lesson 10
【知識及び技能】
・比較表現の発展的な用法について
理解し、正しく使う
・バイオミミクリーについて理解す
る
【思考力、判断力、表現力等】
・科学技術に関する記事を読み、要
約をした後、その内容をペアで伝え
合う
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうと
する

・指導事項
4技能5領域がバランスよく育成さ
れる指導を行う
・教材
New Treasure English Series
Stage 3, New Horizon English
Course 3
・一人１台端末の活用

Lesson 10
【知識及び技能】
・比較表現の発展的な用法について理解
し、正しく使っている
・バイオミミクリーについて理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・科学技術に関する記事を読み、要約をし
た後、その内容をペアで伝え合っている
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうとしてい
る

期末考査
Lesson 11
【知識及び技能】
・仮定法の発展的な用法について理
解し、正しく使う
・黄金比率について理解する
【思考力、判断力、表現力等】
・歴史上の科学者を１人取り上げ、
調べ学習の後、発表する
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうと
する

・指導事項
4技能5領域がバランスよく育成さ
れる指導を行う
・教材
New Treasure English Series
Stage 3, New Horizon English
Course 3
・一人１台端末の活用

Lesson 11
【知識及び技能】
・仮定法の発展的な用法について理解し、
正しく使っている
・黄金比率について理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・歴史上の科学者を１人取り上げ、調べ学
習の後、発表している
【学びに向かう力、人間性等】
・上記のことについて取り組もうとしてい
る



教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

３
学
期

6

合
計

26

オーストラリアにおける交流会の内容を
考えることができる。（グループ活動）

題材　日本文化紹介を考えること
ができる。
活動　贈り物を作成したり、オー
ストラリアの友達とともに楽しめ
るアクティビティを考えることが
できる。

知 ［知識］日本文化紹介を書くための基本的な構成や表現を理解してい
る。（R・SP・W） ［技能］日本文化、社会的な話題に関する英文を読ん
で，理由や根拠を述べるための基本的な構成や表現を用いて，自分の意見
を書く技能を身につけている。（R・SP・W）
思 日本文化、社会的な話題に関して伝えられるように，材料を準備し、文
章を書いている。（R・SP・W）
態日本文化、社会的な話題に関して伝えられるように，材料を準備し、文
章を書こうとしている。（R・SP・W）

題材　日本の文化、社会的な話題に
ついて考えることができる。
活動　日本の文化、社会的な話題に
ついて，理由や根拠を含めて班でま
とめた内容について約20分のプレゼ
ンテーションができる。

オーストラリアについて，理由や根拠を
含めて自分の意見を書き、発表すること
ができる。

題材　日本に住む私たちの生活がど
のようにオーストラリアと関係して
いるか考えることができる。
活動　オーストラリアに関する社会
的な話題について，理由や根拠を含
めて自分の意見を約150語でまと
め、プレゼンテーションができる。

オーストラリアについて，自分で決めた
テーマを、理由や根拠を含めて発表する
ことができる。（リサーチ＆プレゼン
テーションのプレゼンテーション）

日本の文化、社会的な話題について，理
由や根拠を含めて班で約120語(2分）10種
類、約20分のプレゼンテーションにまと
めることができる。（グループ活動・原
稿準備）

オーストラリアについて，自分でテーマ
を決め、理由や根拠を含めて自分の意見
を書くことができる。（リサーチ＆プレ
ゼンテーションのリサーチ）

知 ［知識］自分の意見とその理由や根拠を発表するための基本的な構成や
表現を理解している。（R・SP・W） ［技能］オーストラリアに関する英文
を読んで，理由や根拠を述べるための基本的な構成や表現を用いて，自分
の意見を発表する技能を身につけている。（R・SP・W）
思 オーストラリアに関しての英文について意見を伝えられるように，賛成
か反対か自分の立場を決めて，その理由や根拠を整理し，発表している。
（R・SP・W）
態 オーストラリアに関しての英文について意見を伝えられるように，賛成
か反対か自分の立場を決めて，その理由や根拠を整理し，発表しようとし
ている。（R・SP・W）

知 ［知識］日本文化紹介を書くための基本的な構成や表現を理解してい
る。（R・SP・W） ［技能］日本文化、社会的な話題に関する英文を読ん
で，理由や根拠を述べるための基本的な構成や表現を用いて，自分の意見
を書く技能を身につけている。（R・SP・W）
思 日本文化、社会的な話題に関しての英文について意見を伝えられるよう
に，自分の立場を決めて，その理由や根拠を整理し，文章を書いている。
（R・SP・W）
態 日本文化、社会的な話題に関しての英文について意見を伝えられるよう
に，自分の立場を決めて，その理由や根拠を整理し，文章を書こうとして
いる。（R・SP・W）

知 ［知識］自分の意見とその理由や根拠を書くための基本的な構成や表現
を理解している。（R・SP・W） ［技能］オーストラリアに関する英文を読
んで，理由や根拠を述べるための基本的な構成や表現を用いて，自分の意
見を書く技能を身につけている。（R・SP・W）
思 オーストラリアに関しての英文について意見を伝えられるように，賛成
か反対か自分の立場を決めて，その理由や根拠を整理し，文章を書いてい
る。（R・SP・W）
態 オーストラリアに関しての英文について意見を伝えられるように，賛成
か反対か自分の立場を決めて，その理由や根拠を整理し，文章を書こうと
している。（R・SP・W）

題材　日本の文化、社会的な話題に
ついて考えることができる。
活動　日本の文化、社会的な話題に
ついて，理由や根拠を含めて班で意
見を約120語(2分）10種類、約20分
のプレゼンテーションにまとめるこ
とができる。

題材　日本に住む私たちの生活がど
のようにオーストラリアと関係して
いるか考えることができる。
活動　社会的な話題について，理由
や根拠を含めて自分の意見を約400
語でまとめ、プレゼンテーションが
できる。

日本の文化、社会的な話題について，理
由や根拠を含めて班で約120語(2分）10種
類、約20分のプレゼンテーションにまと
めることができる。（グループ活動・プ
レゼンテーション）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

オーストラリアに関して聞いたり読んだりした
ことについて，考えたことや感じたこと，その
理由などを簡単な語句や文を用いて表すことが
できる。

オーストラリアに関して聞いたり読んだりし
たことについて，考えたことや感じたこと，
その理由などを簡単な語句や文を用いて話し
たり、書いたりすることができる。

領域

評価規準

国際 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

なし

総合的な学習の時間

国際

【学びに向かう力、人間性等】

【 知　識　及　び　技　能 】

横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判
断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに，学び方やものの考え方を身に付け，問
題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て，自己の生き方を考えることがで
きるようにする。
横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判
断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに，学び方やものの考え方を身に付け，問
題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て，自己の生き方を考えることがで
きるようにする。

横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判
断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに，学び方やものの考え方を身に付け，問
題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育てる。

総合的な学習の時間

配
当
時
数

思知 態

オーストラリアに関して聞いたり読んだりした
ことについて，考えたことや感じたこと，その
理由などを簡単な語句や文を用いて話したり、
書いたりしようとしている。

東京都立小石川中等教育学校 年間授業計画

１
学
期

10

２
学
期

10

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇知 ［知識］日本文化紹介を書くための基本的な構成や表現を理解してい
る。（R・SP・W） ［技能］日本文化、社会的な話題に関する英文を読ん
で，理由や根拠を述べるための基本的な構成や表現を用いて，自分の意見
を発表する技能を身につけている。（R・SP・W）
思 日本文化、社会的な話題に関しての英文について意見を伝えられるよう
に，自分の立場を決めて，その理由や根拠を整理し，発表している。（R・
SP・W）
態 日本文化、社会的な話題に関しての英文について意見を伝えられるよう
に，自分の立場を決めて，その理由や根拠を整理し，発表しようとしてい
る。（R・SP・W）

知 ［知識］自分の意見とその理由や根拠を書くための基本的な構成や表現
を理解している。（R・SP・W） ［技能］オーストラリアに関する英文を読
んで，理由や根拠を述べるための基本的な構成や表現を用いて，自分の意
見を発表する技能を身につけている。（R・SP・W）
思 オーストラリアに関しての英文について意見を伝えられるように，賛成
か反対か自分の立場を決めて，その理由や根拠を整理し，発表している。
（R・SP・W）
態 オーストラリアに関しての英文について意見を伝えられるように，賛成
か反対か自分の立場を決めて，その理由や根拠を整理し，文章を発表しよ
うとしている。（R・SP・W）

題材　日本に住む私たちの生活がど
のようにオーストラリアと関係して
いるか考えることができる。
活動　社会的な話題について，理由
や根拠を含めて自分の意見を約400
語でまとめ、プレゼンテーションが
できる。



教　科： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

道徳 1

中学生の道徳「自分をのばす３」（廣済堂あかつき）

1

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

スダチの苗木
両親の苦労を知って心を震わせる筆
者の心情を共感的に理解することを
通して、自分を育んでくれている家
族の愛情の深さに気付き、家族を敬
愛して、家族の一員としてよりよい
家庭生活を築こうとする道徳的態度
を養う。

道徳

よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため，道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を広い視野から多面
的・多角的に考え，人間としての生き方についての考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。

1

優しいうそ
交通事故による苦難を乗り越え、
「語り部女優」として復帰を決心し
た筆者の生き方について考えること
を通して、勇気と希望をもって生き
ることの大切さに気付き、より高い
目標に向かって、困難や失敗を乗り
越えていこうとする道徳的実践意欲
を培う。

・どす黒い不安を乗り越えて、筆
者が「語り」に挑戦することを決
心できたのは、どうしてだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

１
学
期

リクエスト
自分たちの軽はずみな行為を悔やむ
伊藤君たちの心情を共感的に理解す
ることを通して、自律的な判断と責
任の大切さに気付き、自主的によく
考えて判断し、行動の結果に責任を
もつ道徳的態度を養う。

・伊藤君はバスの中で涙を流しな
がら、どのようなことを考えてい
たのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 軽はずみな行為を悔やむ伊藤君たちの心情
を様々な視点から捉え考えている様子が授業
中の交流からうかがえる。
◆ 伊藤君たちの心情を自分自身に置き換えて
想像し、自主的によく考えて判断し、行動の
結果に責任をもつことについて自己との関わ
りで考えを深めている発言や記述が見られ
る。

・両親の苦労を知った時、どのよ
うな思いが筆者の心を激しく震え
させたのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 両親の苦労を知った筆者の思いを様々な視
点から捉え考えている様子が授業中の交流か
らうかがえる。
◆ 両親の苦労を知った筆者の思いを自分自身
に置き換えて想像し、自分を育んでくれてい
る家族の愛情について自己との関わりで考え
を深めている発言や記述が見られる。

誰かのために
残りわずかな時間を子供たちのため
に必死に生きようとする母の姿か
ら、「誰かのために生きる」ことに
ついて考えることを通して、生命の
尊さを有限性や関係性など多面的・
多角的に理解し、かけがえのない生
命を尊重する道徳的心情を育む。

・母が必死に生きて、子供たちに
バトンタッチした「大切なこと」
とは何だろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 母の生き方を様々な視点から捉え、生命の
尊さやかけがえのなさについて考えを深めて
いる様子が授業中の交流からうかがえる。
◆ 母の生き方から考えたことを基に、自分の
考えを見直し、生命の尊さやかけがえのなさ
について自己との関わりで考えを深めている
記述が見られる。

山寺のびわの実
さえと竹庵の話を聞いて、深々と頭
を下げる甚太の心の変化について考
えることを通して、寛容で謙虚な心
のよさや大切さに気付き、相手の個
性や立場を尊重し、いろいろなもの
の見方や考え方を受け入れていく道
徳的態度を養う。

・さえと竹庵の話を聞いた甚太
は、深々と頭を下げながらどのよ
うなことを考えていたのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 深々と頭を下げる甚太の心の変化について
様々な視点から捉え、寛容で謙虚な心のよさ
や大切さについて考えを深めている様子が授
業中の交流からうかがえる。
◆ 深々と頭を下げる甚太の心の変化を自分自
身に置き換えて想像し、寛容で謙虚な心のよ
さや大切さについて自己との関わりで考えを
深めている発言や記述が見られる。

卒業文集最後の二行
T子さんへのいじめを悔いる筆者の
心情について考えることを通して、
愚かないじめを引き起こす人間の弱
さや醜さに気付き、差別や偏見、い
じめや不正な言動を断固として許さ
ない道徳的態度を養う。

・Ｔ子さんの卒業文集最後の二行
を見て、筆者はどのような思いで
果てもなく泣いたのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 筆者の心情を様々な視点から捉え、いじめ
を引き起こす人間の弱さや醜さについて考え
を深めている様子が授業中の交流からうかが
える。
◆ 深くいじめを悔いる筆者の心を自分自身に
置き換えながら想像し、いじめを許さない生
き方について自己との関わりで考えを深めて
いる発言や記述が見られる。

1

独りを慎む
一人暮らしを始めた筆者がぶつかっ
た「どきんとすること」を手がかり
に、「独りを慎む」ことの意義を考
えることを通して、節制に心掛け
て、心身の健康や安全で調和のある
生活を築いていこうとする道徳的実
践意欲を培う。

1

・筆者が「誰が見ていなくても、
独りでいても、慎むべきものは慎
まなくてはいけない」と言うの
は、どうしてだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 度を過ごしてしまう弱さと節度を守ること
の大切さの両面を理解し、「独りを慎む」こ
との意義を様々な視点から捉え考えている様
子が授業中の交流からうかがえる。
◆ 節度を守り、望ましい生活習慣を築いてい
くことの難しさも理解しながら、自分を振り
返って、節制に心掛けることについて自己と
の関わりで考えを深めている記述が見られ
る。

1

◆ 大きな苦難を乗り越えた筆者の心や生き方
を様々な視点から捉え、勇気と希望をもって
生きることの大切さについて考えを深めてい
る様子が授業中の交流からうかがえる。
◆ 「語り」をやることを決心した筆者を自分
自身に置き換えながら想像し、勇気と希望を
もって生きることについて自己との関わりで
考えを深めている発言や記述が見られる。

1

監督がくれたメダル
監督やYとのやり取りを通じて、嫌
だったノックを丁寧に打つように
なった筆者の心の変化について考え
ることを通して、自己の所属する集
団の意義や自らの役割を理解し、責
任を自覚して集団生活の充実に努め
る道徳的実践意欲を培う。

・筆者がノックを丁寧に打つよう
になったのはどうしてだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ ノックを丁寧に打つようになった筆者の心
の変化を様々な視点から捉え、集団における
役割と責任の自覚について考えを深めている
様子が授業中の交流からうかがえる。
◆ ノックを丁寧に打つようになった筆者の心
を自分自身に置き換えながら想像し、集団に
おける役割と責任の自覚について自己との関
わりで考えを深めている発言や記述が見られ
る。

1
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・「努力できることが才能であ
る」とはどういうことなのだろ
う。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 友達の感じ方や考え方を理解しながら、自
己を向上させていくことについて様々な視点
から捉え考えを深めている様子が授業中の交
流からうかがえる。
◆ 現在の自分自身を振り返って、自己を向上
させていくことについて自己との関わりで考
えを深めている記述が見られる。

1

1

襟裳のこと
襟裳の人々による自然再生の取り組
みを知った「私」の思いについて考
えることを通して、自然の崇高さや
自然環境を大切にすることの意義を
理解し、進んで自然の愛護に努める
道徳的実践意欲を培う。

・「流氷」の話を聞いた「私」
は、知床の海を眺めながら、どの
ようなことを考えていたのだろ
う。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 襟裳の話を聞いた「私」の思いを様々な視
点から捉え、自然の崇高さや自然環境を大切
にすることの意義について考えを深めている
様子が授業中の交流からうかがえる。
◆ 「私」の思いを自分自身に置き換えながら
想像し、自然の崇高さや自然環境を大切にす
ることの意義について自己との関わりで考え
を深めている発言や記述が見られる。

１
学
期

ぶれない心 ― 松井 秀喜 ―
自分で考え、工夫しながら努力を積
み重ねてきた松井秀喜さんの生き方
について考えることを通して、自己
を見つめ、自己の向上を図っていこ
うとする道徳的実践意欲を培う。

ひまわり
美しい景色を目にしたことをきっか
けに、絶望を乗り越え、誇りをもっ
て生きようとする筆者の生き方の変
化について考えることを通して、自
らの弱さや醜さと戦い、自己を奮い
立たせて、生きる希望や喜びを見出
す道徳的心情を育む。

・死んでしまおうとまで思ってい
た麻衣さんの考えが変わったの
は、どうしてなのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 筆者の生き方の変化を様々な視点から捉
え、人間として生きる喜びについて考えを深
めている様子が授業中の交流からうかがえ
る。
◆ 教材での学びを基に、自分の考えを振り返
り、人間として生きる喜びについて自己との
関わりで考えを深めている記述が見られる。

席を譲られて
高橋健二氏の礼儀の美しさと、それ
を目撃した筆者の礼儀について考え
ることを通して、相手の人格を認
め、尊敬や感謝の念を伝える礼儀の
よさや大切さに気付き、時と場に応
じて適切な言動をとろうとする道徳
的実践意欲を培う。

・筆者が席を譲られる時、丁重に
礼をするのはどうしてだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 高橋健二氏の礼儀の美しさや、それを目撃
した筆者の礼儀を様々な視点から捉え、礼儀
のよさや大切さについて考えを深めている様
子が授業中の交流からうかがえる。
◆ 教材での学びを基に、自分の生活や体験を
振り返りながら、相手の人格を認め、尊敬や
感謝の念を伝える礼儀のよさや大切さについ
て自己との関わりで考えを深めている記述が
見られる。

アイツの進路選択
進路選択をめぐる真一と夏樹の思い
を共感的に理解し、よりよい関係を
築いていくことについて考えること
を通して、異性間においても信頼と
敬愛の念に基づき、互いを向上させ
ていける人間関係を築いていく道徳
的態度を養う。

・今後、二人がよりよい関係を築
いていくためには、どのようなこ
とを大切にしたらよいのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 二人の関係の問題を様々な視点から捉え、
人間関係における信頼と敬愛の念の大切さに
ついて考えを深めている様子が授業中の交流
からうかがえる。
◆ 二人がよりよい関係を築いていくために大
切なことを考え、信頼と敬愛の念に基づいた
人間関係を築いていくことについて自己との
関わりで考えを深めている発言や記述が見ら
れる。

２
学
期

ライバル
友情をめぐる良心の呵責に苦しみな
がらも、それを乗り越えていこうと
する啓介と康夫の心情を共感的に理
解することを通して、心から信頼で
きる友達のよさや大切さに気付き、
友達と互いに励まし合い、高め合う
関係を築いていこうとする道徳的実
践意欲を培う。

・手紙を通して、康夫はどのよう
な思いを啓介に伝えようとしたの
だろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 康夫が手紙に込めた思いを様々な視点から
捉え、心から信頼できる友達のよさや大切さ
について考えを深めている様子が授業中の交
流からうかがえる。
◆ 啓介と康夫の思いを自分自身に置き換えて
想像し、友人関係の悩みや葛藤についても理
解しながら、心から信頼できる友達について
自己との関わりで考えを深めている発言や記
述が見られる。

てんびんばかり
「比べられないものがある」という
父の言葉を聞いて筆者が気付いたこ
とについて考えることを通して、勤
労の尊さや意義を理解し、勤労を通
じて社会に貢献しようとする道徳的
実践意欲を培う。

・筆者は、どのようなことを考え
て「まだまだ私は幼いな」と思っ
たのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 父の言葉を聞いた筆者が気付いたことを
様々な視点から捉え、勤労の尊さや意義につ
いて考えを深めている様子が授業中の交流か
らうかがえる。
◆ 自分の考えを見直しながら、勤労の尊さや
意義について自己との関わりで考えを深めて
いる記述が見られる。

1

1

1

1

ピヨ子
加奈子が美沙に送った画像が拡散し
たことで起きた問題について考える
ことを通して、自ら考え、判断し、
実行し、自己の行為の結果に責任を
もつ道徳的態度を養う。

・この話の中で、誰のどのような
ところに問題があるのだろう。理
由を含めて考えてみよう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等 1

◆ 友達の感じ方や考え方を理解しながら、画
像が拡散したことで起きた問題を様々な視点
から捉え考えている様子が授業中の交流から
うかがえる。
◆ 情報社会における行為と責任について自分
の考えを見直し、自ら考え、判断し、実行
し、自己の行為の結果に責任をもつことにつ
いて自己との関わりで考えを深めている記述
が見られる。

原稿用紙
お世話になっていた難波商店の専務
から電話を受け、話を聞いた筆者の
心情について考えることを通して、
互いに支え合う関係性のよさに気付
き、思いやりの心と感謝の念による
人と人とのつながりを大切にする道
徳的心情を育む。

・専務の話を聞いて、筆者はかす
んだ目を拭いながら、どのような
ことを考えていたのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 専務から話を聞いた筆者の心情を様々な視
点から捉え、互いに支え合う関係性のよさに
ついて考えを深めている様子が授業中の交流
からうかがえる。
◆ 筆者の心情を自分自身に置き換えながら想
像し、互いに支え合う関係性のよさについて
自己との関わりで考えを深めている発言や記
述が見られる。

1

1



カントとルソー
カントがルソーの『エミール』から
学んだことについて考えることを通
して、人間が本来的にもつ良心の尊
さに気付き、自律の精神を重んじる
道徳的心情を育む。

・「知識ではなく、人間を尊重す
ることを学んだ」とはどういうこ
とだろう。あなたが尊重すべきだ
と思う「人間」とは、どのような
存在だろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 友達の感じ方や考え方を理解しながら、尊
重すべきだと思う「人間のよさ」を様々な視
点から捉え考えている様子が授業中の交流か
らうかがえる。
◆ 人間を尊重することについて話し合うこと
を通して、自分の内にある良心を自覚し、自
律の精神を重んじることについて自己との関
わりで考えを深めている発言や記述が見られ
る。

ドナー
二つの投書の意見の根底にある命に
対する感じ方や考え方を探り、生命
倫理の問題について考えることを通
して、生命の尊さを多面的・多角的
に理解し、自他の生命の尊厳を守る
道徳的態度を養う。

・二つの投書を読んで、命につい
てどのように考えるだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 投書の筆者や友達の感じ方や考え方を理解
しながら、生命倫理の問題を様々な視点から
捉え考えている様子が授業中の交流からうか
がえる。
◆ 自分の考えを振り返り、見直しながら、自
他の生命の尊厳について自己との関わりで考
えを深めている発言や記述が見られる。

月明かりで見送った夜汽車
Ｉ先生の気持ちを察して電気を消す
Ｙ先生と、それに対して声をあげ拍
手を送る先生たちの思いについて考
えることを通して、相手の重荷にな
らない思いやりのよさや大切さに気
付き、深い理解と共感に基づく思い
やりの心を大切にする道徳的心情を
育む。

・みんなの「オー」という声と拍
手には、誰に対するどのような思
いが込められているのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ みんなの喚声と拍手に込められた思いを
様々な視点から捉え考えている様子が授業中
の交流からうかがえる。
◆ 筆者の心情を自分自身に置き換えて想像
し、自分の体験を振り返って、深い理解と共
感に基づく思いやりのよさや大切さについて
自己との関わりで考えを深めている発言や記
述が見られる。

２
学
期

1

2

・「風に向かって立つライオンで
ありたい」とは、どのような生き
方なのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 「僕」の生き方を様々な視点から捉え、人
生の理想を追い求めることの大切さや素晴ら
しさについて考えを深めている様子が授業中
の交流からうかがえる。
◆ 理想を追い求める「僕」の願いを自分自身
に置き換えて想像し、自分の考えを見直しな
がら、人生の理想を追い求めることについて
自己との関わりで考えを深めている発言や記
述が見られる。

母と子のロードレース
アスリートとしてのリスクを省み
ず、母への生体肝移植を行いながら
も、ロードレースに挑戦し続けた宮
澤崇史さんの思いについて考えるこ
とを通して、家族からの支えや無私
の愛情に気付き、家族の一員として
の自覚をもって、互いに支え合う家
庭生活を築いていく道徳的実践意欲
を培う。

・過酷なトレーニングを続ける宮
澤さんを支えていたのは、どのよ
うな思いなのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 生体肝移植を行っても、ロードレースに挑
戦し続ける宮澤さんの思いを様々な視点から
捉え考えている様子が授業中の交流からうか
がえる。
◆ 過酷なトレーニングに立ち向かう宮澤さん
を自分自身に置き換えて想像し、家族からの
支えや愛情に応えることについて自己との関
わりで考えを深めている発言や記述が見られ
る。

2

1

虹の国 ― ネルソン・マンデラ ―
ネルソン・マンデラが目指した社会
の在り方について考えることを通し
て、無知から生まれる偏見や不寛容
な心など人間の弱さや醜さに気付
き、正義と公正さを重んじ、差別や
偏見のない社会の実現に努める道徳
的実践意欲を培う。

・アパルトヘイトが終焉したの
に、マンデラが「まだ戦いは終
わっていない」というのは、どう
してだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ マンデラが目指す社会の在り方を様々な視
点から捉え、差別や偏見を生む人間の弱さや
醜さについて考えを深めている様子が授業中
の交流からうかがえる。
◆ 教材での学びを基に自分の考えを振り返り
ながら、差別や偏見のない社会の実現につい
て自己との関わりで考えを深めている記述が
見られる。

2

二人の弟子
純白の白百合を見て涙を流す智行の
思いについて考えることを通して、
自己の弱さや醜さを乗り越えようと
する人間の強さや気高さに気付き、
人間としてよりよく生きる喜びを見
出していこうとする道徳的実践意欲
を培う。

・白百合を見て涙を流しながら月
の光の中に立ち尽くす智行は、ど
のような思いだったのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 白百合を見て涙を流す智行の思いを様々な
視点から捉え、自己の弱さや醜さを乗り越え
ようとする人間の強さや気高さについて考え
を深めている様子が授業中の交流からうかが
える。
◆ 智行の思いを自分自身に置き換えて想像
し、自己の弱さや醜さを乗り越えようとする
人間の強さや気高さについて自己との関わり
で考えを深めている発言や記述が見られる。

2

ほっちゃれ
ほっちゃれのすさまじい生涯や、
ほっちゃれを手に取ってやる男性に
対する筆者の思いを共感的に理解す
ることを通して、大いなる自然の神
秘や生命の営みに感動や畏敬の念を
もつ道徳的心情を育む。

・「胸のぬれわたる思いがある」
という筆者は、心の中でどのよう
なことを思っていたのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 友達の感じ方、考え方を理解しながら、筆
者の思いを様々な視点から捉え考えている様
子が授業中の交流からうかがえる。
◆ 筆者の思いを自分自身に置き換えて想像
し、自然や生命に対する感動や畏敬の念につ
いて自己との関わりで考えを深めている発言
や記述が見られる。

1

2

風に立つライオン
「風に向かって立つライオンであり
たい」と願う「僕」の生き方につい
て考えることを通して、人生の理想
を追い求めることの大切さや素晴ら
しさに気付き、強い意志と希望を
もって人生を切り拓いていく道徳的
実践意欲を培う。



◆ 詩に込められた思いを様々な視点から捉
え、自己の良心に従って、よりよい人生を切
り拓いていくことについて考えを深めている
様子が授業中の交流からうかがえる。
◆ 自分の思いを振り返りながら、自己の良心
に従って、よりよい人生を切り拓いていくこ
とについて自己との関わりで考えを深めてい
る発言や記述が見られる。

1

合計

39

ショーペンハウアーとニーチェ
ショーペンハウアーとニーチェのエ
ピソードを手がかりに、「自分で考
えること」の大切さについて考える
ことを通して、主体的に真理や真実
を求め続けていこうとする道徳的態
度を養う。

・どうして「自分で考えること」
が大切なのだろう。これまでの道
徳科の時間を振り返って考えてみ
よう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ ニーチェの生き方から「自分で考えるこ
と」を様々な視点から捉え考えている様子が
授業中の交流からうかがえる。
◆ 道徳科の学習を振り返りながら、主体的に
真理を探究することの大切さについて、自己
との関わりで考えを深めている発言や記述が
見られる。

1

二度とない人生だから
「二度とない人生だから」の詩に込
められた思いを受け止め、自己の生
き方を見つめる学習を通して、自己
の良心に従い、気高く生きることに
よって、よりよい人生を切り拓いて
いく道徳的実践意欲を培う。

３
学
期

ある元旦のこと
挨拶板に深々と頭を下げる少年を目
撃した筆者の感動を共感的に理解す
ることを通して、人と人との心の通
い合いのよさに気付き、人は互いに
支え合って生きていることを自覚
し、思いやりと感謝の心をもって他
者に接していこうとする道徳的実践
意欲を培う。

・頭を下げる少年の姿を見た筆者
は、どのようなことを感じたのだ
ろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 筆者の感動を様々な視点から捉え、人と人
との心の通い合いのよさについて考えを深め
ている様子が授業中の交流からうかがえる。
◆ 筆者の感動を自分自身に置き換えて想像
し、人と人との心の通い合いのよさ、思いや
りと感謝の心の大切さについて自己との関わ
りで考えを深めている発言や記述が見られ
る。

・「二度とない人生だから」とい
う言葉から、作者のどのような思
いを感じますか。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ ベビーカー論争の解決を様々な視点から捉
え、社会生活における公徳心の大切さについ
て考えを深めている様子が授業中の交流から
うかがえる。
◆ それぞれの意見の見方や考え方に触れて、
誰もが住みよい社会をつくることの難しさを
理解しながら、公徳心の大切さについて自己
との関わりで考えを深めている発言や記述が
見られる。

海と空 ― 樫野の人々 ―
エルトゥールル号の話を知った
「私」の思いについて考えることを
通して、国際的な相互扶助のよさや
大切さに気付き、世界の平和と人類
の発展のため、他国の人々と支え合
い、助け合おうとする道徳的実践意
欲を培う。

1

1

運命の木 ― 姫路城の大柱 ―
姫路城の大柱に込められた人々の思
いを共感的に理解することを通し
て、先人の残した伝統文化の大切さ
に気付き、我が国の優れた文化の継
承と文化の創造に貢献しようとする
道徳的実践意欲を培う。

・「運命の木」に込められたみん
なの思いとは、どのようなもの
だったのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 姫路城の大柱に込められた人々の思いを
様々な視点から捉え考えている様子が授業中
の交流からうかがえる。
◆ 姫路城を守ろうとする人々の思いを自分自
身に置き換えて想像し、自分の考えを振り
返って、伝統文化の大切さについて自己との
関わりで考えを深めている発言や記述が見ら
れる。

1

招集通知 ― あなたが裁判員になる
とき ―
みんなの話を聞いた恵美が気付いた
ことについて考えることを通して、
主体的に社会と関わることの大切さ
に気付き、社会参画の意識と社会連
帯の自覚を深め、公共の精神をもっ
てよりよい社会の実現に努める道徳
的実践意欲を培う。

・迷っていた恵美が「私、決め
た」と言えたのは、どのようなこ
とに気付いたからだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 裁判員への招集に迷っていた恵美の気付い
たことを様々な視点から捉え、主体的に社会
と関わることの大切さについて考えを深めて
いる様子が授業中の交流からうかがえる。
◆ 恵美の考えを共感的に理解し、主体的に社
会と関わることの難しさも理解しながら、社
会参画について自己との関わりで考えを深め
ている発言や記述が見られる。

1

千年先のふるさとへ
「いのちの石碑」に込められた女川
中学校の生徒たちの郷土に対する思
いについて考えることを通して、郷
土を愛し、主体的にその発展に努め
ようとする道徳的実践意欲を培う。

・「いのちの石碑」には、生徒た
ちのどのような思いが込められて
いるのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 「いのちの石碑」に込められた女川中学校
の生徒たちの思いを様々な視点から捉え考え
ている様子が、授業中の交流からうかがえ
る。
◆ 自分と郷土との関わりを見つめて、地域社
会の成員として主体的に郷土の発展に努めて
いくことについて自己との関わりで考えを深
めている発言や記述が見られる。

1

高砂丸とポトマック川のこと
他者の命を救おうとして亡くなった
アーランドとクヌッセンの行為を伝
えようとする人々の思いについて考
えることを通して、生命の尊さを理
解し、自他のかけがえのない生命を
尊重する道徳的態度を養う。

・ポトマック川の橋に「ウィリア
ムズ橋」と名付けたり、日高町に
クヌッセンの供養塔を建てたりす
ることで、人々は何を伝えていき
たいと思ったのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ アーランドとクヌッセンの行為を伝えよう
とする人々の思いを様々な視点から捉え考え
ている様子が授業中の交流からうかがえる。
◆ アーランドとクヌッセンの行為を伝えよう
とする人々の思いを自分自身に置き換えて想
像し、自他の生命を尊重することについて自
己との関わりで考えを深めている発言や記述
が見られる。

1

ベビーカー論争
ベビーカー論争の解決について考え
ることを通して、社会生活における
公徳心の大切さに気付き、遵法精神
とそれを支える公徳心を大切にし
て、規律ある安定した社会の実現に
努める道徳的態度を養う。

・ベビーカー論争を解決するに
は、誰がどのようなことを大切に
する必要があるのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

・海と空が水平線で一つになるの
を見ながら、「私」はどのような
ことを考えていたのだろう。
・ワークシート
・一人１台端末の活用　等

◆ 友達の感じ方、考え方を理解しながら、教
材での学びを基に、国際的な相互扶助の在り
方を様々な視点から捉え考えている様子が授
業中の交流からうかがえる。
◆ 樫野の海を見る「私」の思いを自分自身に
置き換えて想像し、国際的な相互扶助のよさ
や大切さについて自己との関わりで考えを深
めている発言や記述が見られる。

1



 

小石川中等教育学校 年間授業計画 

教科：総合的な学習の時間 科目：小石川フィロソフィーⅢ 単位数：１単位 

対象学年組：第３学年 Ａ組～Ｄ組 

使用教科書：なし 

総合的な学習の時間の目標： 

探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、目的や根拠を明らか

にしながら課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成することを

目指す。 
 

【 知 識 及 び 技 能 】探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を

身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究的な学習のよさを理解

するようにする。 
 

【思考力、判断力、表現力等】国際的な視点で実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課

題を立て，情報を集め、整理・分析して、根拠を明らかにしてまと

め・表現することができるようにする。 
 

【学びに向かう力、人間性等】探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを

生かしながら、積極的に国際社会に参画しようとする態度を養う。 

小石川フィロソフィーⅢの目標： 

実社会や実生活の中の様々な事象に関わり、探究的な学習の過程を通して課題を解決するために必

要な資質・能力である「課題発見力」「継続的実践力」「創造的思考力」を次のとおり育成すること

を目指す。 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

 探究的な学習の過程を通して、課題を発見

し、課題の解決に必要な知識及び技能を身に

付けるようにする。 

 

 

 実社会や実生活の中の様々な事象を、多角

的、複合的に捉え、課題を解決するための基

本的な力を養うとともに、創造的な力を高め

る。 

 

 探究的な学習の過程を通して、様々な事象

や課題に知的好奇心をもって向き合い、粘り

強く考え行動し、課題の解決に向けて挑戦し

ようとする態度を養う。 

 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 
配当 

時数 

１
学
期 

A 探究活動の意義と課題の発見 

【知識及び技能】 

 探究の意義を理解しようとする

とともに､課題の発見に関する技能

を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 課題を設定するための基礎的な

力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 探究的な学習の過程を通して、

様々な事象や課題に知的好奇心を

もって向き合い、粘り強く考え行動

し、課題の解決に向けて挑戦しよう

とする態度を養う。 

 

・指導事項 

全体ガイダンス 

課題研究活動（課題発見） 

 

・教材 

 小石川ノート 

 

 

【知識・技能】 

探究の意義について理解している。 

【思考・判断・表現】  

課題を設定するための基礎的な力を

身に付けている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 様々な事象や課題に知的好奇心をも

って向き合い，粘り強く考え行動し，課

題の解決に向けて挑戦しようとしてい

る。 

○ ○ ○ 14 

２
学
期 

B 課題研究 

【知識及び技能】 

 探究の過程を理解しようとする

とともに､事象を分析するための基

本的な技能を身に付けるようにす

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 

・指導事項 

課題研究活動（課題発見） 

 

・教材 

 小石川ノート 

 

 

【知識・技能】 

探究の過程について理解し、事象を

分析するための基本的な技能を身に付

けている。 

【思考・判断・表現】  

課題を多角的、複合的に捉え、課題を

解決するための基本的な力を身に付け

○ ○ ○ 15 



 課題を設定するための基礎的な

力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 探究的な学習の過程を通して、

様々な事象や課題に知的好奇心を

もって向き合い、粘り強く考え行

動し、課題の解決に向けて挑戦し

ようとする態度を養う。 

ている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 様々な事象や課題に知的好奇心をも

って向き合い，粘り強く考え行動し，

課題の解決に向けて挑戦しようとして

いる。 

３
学
期 

C 探究活動のまとめと発表 

 探究した結果をまとめ，発表する

ための基本的な技能を身に付ける

ようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 探究した結果をまとめ，適切に表

現するための基礎的な力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 探究的な学習の過程を通して、

様々な事象や課題に知的好奇心を

もって向き合い、粘り強く考え行

動し、課題の解決に向けて挑戦し

ようとする態度を養う。 

 

・指導事項 

全体ガイダンス 

課題研究活動（課題発見） 

 

・教材 

 小石川ノート 

 

 

【知識・技能】 

探究した結果をまとめ，発表するた

めの基本的な技能を身に付けている。 

【思考・判断・表現】  

探究した結果をまとめ，適切に表現

する力を身に付けている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 様々な事象や課題に知的好奇心をも

って向き合い，粘り強く考え行動し，

課題の解決に向けて挑戦しようとして

いる。 

○ ○ ○ 10 

 合計 
 39 

 



教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組 ～ Ｄ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 小石川生としての自覚を持ち、主体的に学校生活に取り組む。

ＨＲ ＨＲ 1

なし

ＨＲ

東京都立小石川中等教育学校 年間授業計画

8

配当
時数

6

態単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

・組織作り

・校外学習への取り組み

・何事も明るく楽しく前向きに取
り組める学級を築いていく自治的
な活動を行えるようにする。
・ＨＲ委員を中心に計画を立て、
集団生活を規律あるものにし、8月
にある海外語学研修に備える。

・予備体に向けて
・体育祭に向けての準備

・創作展に向けての準備

・海外語学研修に向けての準備

・１学期の反省と夏休みの生活

・体育祭の計画・実施を通して、
協力の大切さの理解する。
・行事の意義を理解し意欲を持っ
て取り組むようにする。
・海外語学研修事前準備・学習に
取り組む中で具体的な準備をする
・マイキャリアパスポートの作成
をもとに自己理解を深める。

10

・避難訓練
・一年間の学習の振り返り
・生活態度の反省
・新学期を迎える準備

8

・避難訓練

・学習への取り組み、進級に向けて

・学年レクリエーションの準備

・学年で使用している「毎日の積
み重ね」を活用して、定期考査の
計画をし、その結果を振り返り、
次の定期考査に生かし、自己の学
習の改善を図る。
・生徒に企画、役割分担、運営を
任せることにより、主体性や協調
性を養わせる。

7

・学習方法や生活習慣の改善を図
る。
・後期課程に向けた新たな目標設
定する。

合計

39

３
学
期

・新年の行事と抱負

・合唱発表会への取り組み

・新年の行事を体験しながら、新
しく自己を見つめなおすと共に、
個々の生徒の具体的な実践事項を
決める。
・集団への理解と他者理解に取り
組む。

２
学
期

・２学期の目標

・体育祭への取り組み

・創作展への取り組み

・新学期の学級活動への意欲を高
める。
・体育祭・創作展の計画・実施を
通して、クラス等での協力の大切
さの理解する。
・行事の意義を理解し意欲を持っ
て取り組むようにする。


